第1学年 単元別学習内容一覧
	（オリエンテーション）

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)

(知)
	ものの集まりに着目し，1対1対応などにより数の多少が判断できる。
・絵を見て，ものの数に関心をもつ。
・数の多少を判断するには，カエルとスイレンなどを1対1に対応づけるとよいことに気づく。
・カエルとスイレンなどの1対1対応により数の多少が判断できる。
・数の多少の判断の仕方を理解している。
	3時間
2学期制：4月中旬
3学期制：4月中旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	1～3
	1
	・「かずとすうじ」への導入
	(関)算数の学習への関心をもつ

	
	4～5
	2・
3
	・1対1に対応づけ，数の多少を判断すること
	(考)(技) 1対1に対応づけ，数の多少を比べることができる。


	1　かずと　すうじ

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
○
(関)

(考)
(技)

(知)
	具対物と半具対物(数図ブロック)とを対応させながら10までの数について，集合数(計量数)としての理解ができる。

5までの数について，よみ方やかき方を理解し,大小判断や合成・分解ができる。
10までの数のよみ方やかき方を理解し，大小判断ができる。
・具体的な場面で，進んで数を使おうとする。
・10までの数について，大小比較の仕方を考えることができる。
・10までの数について，よんだり，かいたり大小を比べることができる。
・5までの数の合成･分解や10までの数のよみ方，かき方，大小比較の仕方を理解している。
	9時間
2学期制：4月中旬～5月上旬
3学期制：4月中旬～5月上旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	5までの　かず
	6～7
	1

・

2
	・5までの数の具体物と数図ブロック，数図との対応，数のよみ方

・数系列，具体物－数図－数字の対応
	(技)(知)数図ブロックなどと対応づけながら，5までの数をよむことができる。

	
	8～9
	3

・

4
	・5までの数のかき方

・4・5の合成・分解
	(技)(知)5までの数をかいたり，合成・分解ができる。

	10までの　かず
	10～11
	5・

6
	・10までの数の具体物，数図ブロック，数図との対応，数のよみ方

・前時の復習，数系列
	(技)(知)数図ブロックなとど対応づけながら，10までの数をよむことができる。

	
	12～13
	7
	・6～10の数のかき方
	(技)(知)6～10の数についてかくことができる。

	かずあそび
	14～16
	8
	・絵グラフによる数の表現，大小比較
	(関)10までの数について，並べたり，比べたり，みつけたり，数えたりすることができる。(関)(考)(表)

	
	17
	9
	・数字と数図ブロックの対応，数の大小比較，音の回数と数字の対応
	(技)数字，数図，ブロックを対応させたり，音などの回数を数で表すことができる。


	2　なんばんめ

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)
(技)
(知)
	10までの数について，順序数としての意味を知り，集合数(計量数)と順序数の違いを理解できる。
前後，左右，上下などのことばを正しく用いて，ものの位置を表すことができる。
・具体的な場面で，順序数で表すよさを感じ，数を使って表そうとする。
・前後，上下，左右などを用いて，位置の表し方を工夫したり，考えたりすることができる。
・集合数と順序数を使い分け，前後，上下，左右などを用いて位置を表すことができる。
・集合数と順序数の違い，前後，上下，左右などを使った位置の表し方について理解している。
	2時間
2学期制：5月中旬
3学期制：5月中旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	18～19
	1
	・上下，左右，前後の順序数
	(技)(知)順序数の役割を知り，上下，左右，前後を用いて，ものの位置を表すことができる。

	
	20
	2
	・順序数と集合数
	(考)順序数と集合数の違いを理解し，正しく使い分けることができる。


	＊　ふくしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	21
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：5月中旬
3学期制：5月中旬


	3　いくつと　いくつ

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
○
(関)

(考)
(技)
(知)
	6，7，8，9の合成・分解ができる。
10の合成・分解ができ，10の補数が理解できる。
数としてのの意味が理解できる。
・10までの数の合成･分解に進んで取り組もうとする。
・10までの数の合成･分解の仕方や10の補数について説明することができる。
・10までの数の合成･分解や10の補数を求めることができる。
・10までの数の合成・分解，及び0の意味を理解している。
	7時間
2学期制：5月中旬～下旬
3学期制：5月中旬～下旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	22～23
	1
	・6の合成・分解
	(技)(知)6の合成・分解ができる。

	
	24
	2
	・7の合成・分解
	(技)(知)7の合成・分解ができる。

	
	25
	3
	・8の合成・分解
	(技)(知)8の合成・分解ができる。

	
	26
	4
	・9の合成・分解
	(技)(知)9の合成・分解ができる。

	
	27
	5
	・10の合成・分解
	(技)(知)10の合成・分解ができる。

	
	28
	6
	・10の補数
	(技)(知)10の補数を求めることができる。

	0という　かず
	29
	7
	・数としての0の意味
	(考)(知)0という数の意味を理解している。


	4　いろいろな　かたち

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	空き箱や空き缶，積み木などによる立体の組み立てを通して，ものの形を認めたり，形の特徴をとらえることができる。
・身近にある立体に関心を持ち，その特徴に目を向けようとする。
・身近にある立体の形の特徴に目を向けることができる。
・まる，さんかく，しかくの形を使って，いろいろな絵を描くことができる。
・身近にある立体の形を観察し，その特徴を理解している。
	3時間
2学期制：6月上旬
3学期制：6月上旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	30～31
	1
	・空き箱，空き缶などを使った立体の構成
	(関)(技)空き箱や空き缶などを使っていろいろな立体をつくることができる。

	
	32
	2
	・立体図形の分類，弁別
	(考)(技)立体の特徴をとらえ，弁別ができる。

	
	33
	3
	・立体の面の写し取りやそれを使った絵描き遊び
	(関)(技)立体の面を写し取り，それを使っていろいろな絵をかくことができる。


	＊　ふくしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	34～35
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：6月上旬
3学期制：6月上旬


	5　ふえたり　へったり

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	次々に変化していく数量に着目し，数の増減の意味をつかむ。
・数量がふえたり，へったりする事象に関心をもち，変化の様子をとらえようとする。
・増減の意味を，具体的な事象や操作と関連づけて考えることができる。
・数量の増減に着目し，「ふえた」「へった」ということばを使って，ブロックを操作することができる。
・数量が増減する事象について，操作的・体験的な活動を通して，その意味を理解している。
	1時間
2学期制：6月上旬
3学期制：6月上旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	36～37
	1
	・エレベータごっこを通した，連続的な数の増減事象の体験
	(考)(技) 次々に変化していく数量に着目し，活動を通して，その意味が理解できる。


	6　たしざん(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)
(技)
(知)
	たし算が用いられる場面(合併・増加)を知り，たし算の記号や式のよみ方，かき方を理解する。
(1桁)＋(1桁)≦10のたし算ができる。
・身近な場面において，たし算を用いて解決しようとする。
・作業的・体験的な活動を通して，たし算の仕方について考えることができる。
・たし算の式に表したり，式をよんだり，(1桁)＋(1桁)≦10の計算が確実にできる。
・たし算を適用する場面を理解し，計算の仕方を理解している。
	7時間
2学期制：6月中旬～下旬
3学期制：6月中旬～下旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	あわせて　いくつ
	38
	1
	・合併の場面の理解

	(知)具体的操作を通して，合併の場面を把握している。

	
	39
	2
	・合併の場面をたし算の式に表し，答えを求めること　【たしざん，しき，＋】
	(考)(知)合併の場面を式に表し，答えを求めることができる。

	ふえると　いくつ
	40
	3
	・増加の場面の理解
	(知)具体的操作を通して，増加の場面を把握している。

	
	41
	4
	・増加の場面をたし算の式に表し，答えを求めること
	(考)(知)増加の場面を式に表し，答えを求めることができる。

	こうえん
	42
	5
	・たし算の作問（お話づくり）
	(関)(考)たし算の場面に関心をもち，いろいろ問題をつくる。

	たしざんの　かあど
	43
	6
・
7
	・カードを使ったたし算の練習
	(関)(技)カードを使って，進んでたし算の練習をする。


	7　ひきざん(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)
(技)
(知)
	ひき算が用いられる場面(求残・求部分・求差)を知り，ひき算の記号や式のよみ方，かき方を理解する。
(10以下の数)－(1桁)のひき算ができる。
・作業的・体験的な活動の場面で，ひき算を用いて解決しようとする。
・作業的・体験的な活動を通して，ひき算の仕方について考えることができる。
・ひき算の式に表したり，式をよんだり，(10以下の数)－(1桁)の計算が確実にできる。
・ひき算を適用する場面を理解し，計算の仕方を理解している。
	9時間
2学期制：6月下旬～7月中旬
3学期制：6月下旬～7月中旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	のこりは　いくつ
	44
	1
	・求残の場面の理解

	(知)具体的操作を通して，求残の場面を把握している。

	
	45
	2
	・求残の場面をひき算の式に表し，答えを求めること　　　　【ひきざん，－】
	(考)(知)求残の場面を式に表し，答えを求めることができる。

	
	46
	3
	・求部分の場面をひき算の式に表し，答えを求めること
	(考)(知)求部分の場面を式に表し，答えを求めることができる。

	ひきざんの　かあど
	47
	4
・
5
	・カードを使ったひき算の練習
	(関)(技)カードを使って，進んでひき算の練習をする。

	ちがいは　いくつ
	48
	6
	・求差の場面の理解
	(知)具体的操作を通して，求差の場面を把握している。

	
	49
	7
	・求差の場面をひき算の式に表し，答えを求めること
	(考)(知)求差の場面を式に表し，答えを求めることができる。

	
	50
	8
	・求残の場面で「ちがい」の意味の把握
	(考)(知)「ちがい」の意味を理解し，それを使って表現することができる。

	うみ
	51
	9
	・ひき算の作問（お話づくり）
	(関)(考)ひき算の場面に関心をもち，いろいろ問題をつくる。


	＊　ふくしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	52～53
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬


	8　20までの　かず

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	具体に即して20までの数の数え方，よみ方，かき方を理解する。
数を数直線上に表し，20までの数の系列・大小を理解する。
・具体的な場面を通して，20までの個数や順序を，数を用いて表したり，数直線で表そうとする。
・数にかかわる作業的・体験的な活動を通して，20までの数のよみ方，かき方，大小や順序について考えることができる。
・20までの数について，よんだり，かいたり，大小を比べたり，簡単な2位数の加減ができる。
・20までの数のよみ方，かき方，大小比較などを理解している。
	7時間
2学期制：7月下旬～9月上旬
3学期制：9月上旬～中旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	54～56
	1
・
2
	・20までの数のよみ方とかき方
	(技)(知)20までの数について，よみ方，かき方を理解し，よんだりかいたりすることができる。

	
	57
	3
	・20までの数の大小
・2とび，5とびで数えること
	(技)(知)20までの数の大小比較ができる。
(技)20までの数を2とびや5とびで数えることができる。

	かずの　ならびかた
	58～59
	4
	・20までの数の系列
	(知)20までの数の系列を理解している。

	たしざん
	60
	5
	・簡単な(2桁)＋(1桁)のたし算
	(技)10＋4や12＋4などの簡単な2位数のたし算ができる。

	ひきざん
	61
	6
	・簡単な(2桁)－(1桁)のひき算
	(技)12－2や15－3などの簡単な2位数のひき算ができる。

	たしかめ　どうじょう
	62～63
	7
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	●　よみとるさんすう(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：9月中旬
3学期制：9月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	64～65
	1
	・絵日記から適切に情報を選択して，問題を解決することができる。


	9　おおきさくらべ(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	直接比較や間接比較により，長さやかさを比較することができる。
時刻について知り，時計で何時・何時半をよむことができる。
・身近にあるものの長さやかさに関心を持ち，比較しようとする。
また，時計に関心をもち，何時・何時半の時刻をよもうとする。
・身近にあるものの長さやかさを比べる方法を考えることができる。
また，何時・何時半の時刻のよみ方を理解できる。
・直接比較・間接比較や任意単位による測定によって，長さやかさを比較することができる。
また，時計で何時・何時半の時刻をよんだり，つくったりすることができる。
・直接比較・間接比較による長さやかさの比べ方を理解している。
また，何時・何時半の時刻のよみ方やつくり方を理解している。
	5時間
2学期制：9月中旬～9月下旬
3学期制：9月下旬～10月上旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	ながさくらべ
	66～67
	
	・長さの直接比較，間接比較
	(考)(技)直接比較・間接比較により，長さを比べることができる。

	
	68
	
	・任意単位による長さの測定
	(考)(技)手幅や鉛筆などの任意単位により，長さの測定ができる。

	かさくらべ
	69
	
	・かさの直接比較，間接比較
	考)(技)直接比較・間接比較により，かさを比べることができる。

	
	70～71
	
	・かさの任意単位による測定
	(考)(技)コップなどの任意単位により，かさの測定ができる。

	とけい
	72
	
	・何時・何時半の時刻をよんだり，つくったりすること
【○時，○時半】
	(技)(知)時計を使って，何時・何時半の時刻をよんだり，つくったりすることができる。


	10　3つの　かずの　けいさん

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	具体的操作に基づいて，3口の数の加減計算ができる。
・3口の加法・減法を用いて，身近な問題を解決しようとする。
・3口の計算の仕方を考えることができる。
・具体的な場面に即して，3口の計算ができる。
・3口の計算の仕方を理解している。
	4時間
2学期制：9月下旬～10月上旬
3学期制：10月上旬～中旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	73～75
	1
～4
	・具体的操作に基づく3つの数のたし算・ひき算
	(技)具体的操作に基づいて，3口の加減の場面を理解し，計算ができる。


	＊　ふくしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	76～77
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：10月中旬
3学期制：10月中旬


	11　たしざん(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)の計算の仕方を理解し，計算ができる。
・繰り上がりのあるたし算の意味を理解し，身近な問題に用いようとする。
・繰り上がりに着目して，計算の仕方を考えることができる。
・繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)の計算ができる。
・繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)の計算の仕方を理解している。
	9時間
2学期制：10月中旬～11月上旬
3学期制：10月中旬～11月上旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	78～79
	1
	・繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)たし算の仕方
	(考)繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)のたし算の仕方を考えることができる。

	
	80～81
	2
	・繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)たし算の仕方を説明すること
	(考)繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)のたし算の仕方を説明することができる。

	
	82
	3
	・加数分解による繰り上がりのあるたし算の仕方
	(技)加数分解の考え方を使って，繰り上がりのある(1桁)＋(1桁)の計算ができる。

	
	83
	4
	・加数分解と被加数分解の計算の仕方の比較
	(考)加数分解と被加数分解の計算の仕方を比べ，それぞれの特徴を説明できる。

	たしさんの　かあど
	84
	5
・

8
	・カードを使ったたし算の練習
	(関)(技)カードを使って，進んでたし算の練習をする。

	たしかめどうじょう
	85
	9
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	

	ステップ，ジャンプ
	86～87
	－
	本単元の補充・発展問題


※ステップ・ジャンプは，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
	12　かたちづくり

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	色板や棒を並べたり，点をつないだりして，いろいろな形をつくり，図形を構成することができる。
・色板や棒を並べたり，点を線でつないだりして，いろいろな形をつくろうとする。
・色板や棒を回転・移動させて形を変形し，それらの関係をとらえることができる。
・色板や棒を並べたり，点を線でつないで，いろいろな形をつくることができる。
・色板や棒などを使って形を構成・分解する仕方を理解している。
	5時間
2学期制：11月上旬～中旬
3学期制：11月上旬～中旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	88～89
	1
・
2
	・色板を並べて，きめられた形をつくること
	(関)(技)色板を並べて，きめられた形をつくることができる。

	
	90～91
	3・
4
	・棒を並べて，きめられた形をつくること
・点をつないでいろいろな形をつくること
	(関)(技)棒を並べてきめられた形をつくったり，点をつないでいろいろな形をつくることができる。

	
	92
	5
	・色板や棒を回転・移動させて形を変えること
	(考)色板や棒を回転・移動させて変形させ，どんな形になるかを考察することができる。


	＊　ふくしゅう・じゅんびうんどう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	93
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：11月中旬
3学期制：11月中旬


	13　ひきざん(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	繰り下がりのある(十何)－(1桁)の計算の仕方を理解し，計算ができる。
・繰り下がりのあるひき算の意味を理解し，身近な問題に用いようとする。
・繰り下がりに着目して，計算の仕方を考えることができる。
・繰り下がりのある(十何)－(1桁)の計算ができる。
・繰り下がりのある(十何)－(1桁)の計算の仕方を理解している。
	11時間
2学期制：11月中旬～12月中旬
3学期制：11月中旬～12月中旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	94～95
	1
	・(十何)－(1桁)で繰り下がりのあるひき算の仕方
	(考)繰り下がりのある(十何)－(1桁)の計算の仕方を考えることができる。

	
	96～97
	2
	・(十何)－(1桁)で繰り下がりのあるひき算の説明する活動
	(考)繰り下がりのある(十何)－(1桁)の計算の仕方を説明することができる。

	
	98
	3
	・減加法による繰り下がりのあるの計算の仕方
	(技)減加法の考え方を使って，繰り下がりのある(十何)－(1桁)の計算ができる。

	
	99
	4
	・減加法と減減法の計算仕方の比較
	(考)加数分解と被加数分解の計算の仕方を比べ，それぞれの特徴を説明できる。

	たしさんの　かあど
	100
	5
～
8
	・カードを使ったひき算の練習
	(関)(技)カードを使って，進んでひき算の練習をする。

	かずあて　げえむ
	101
	9
	・カードを使ったたし算やひき算のゲーム
	(関)(考)カードを使って，たし算やひき算の式をつくることができる。

	けいさんの　かみしばい
	102
	10
	・8＋6や12－7の式になる問題づくり
	(考)(技)きめられた式になる問題をつくることができる。

	たしかめどうじょう
	103
	11
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	

	ステップ，ジャンプ
	104～105
	－
	本単元の補充・発展問題


※ステップ・ジャンプは，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
	●　たすのかな　ひくのかな

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。
・演算を決定した根拠を説明することができる。
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。
・加減の場面の違いを理解している。
	1時間
2学期制：12月中旬
3学期制：12月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	106～107
	1
	・加減の場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。


	14　0の　たしざんと　ひきざん

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	0を含むたし算，ひき算の意味を理解し，計算ができる。
・具体的な場面で，0を含む計算に取り組もうとする。
・具体的・体験的な活動を通して，0を含む計算の意味を考えることができる。
・0を含むたし算，ひき算ができる。
・0を含むたし算，ひき算の意味と計算の仕方を理解している。
	2時間
2学期制：12月中旬
3学期制：12月中旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	108～109
	1
・
2
	・玉入れ遊びによる0を含む加減計算の意味と計算の仕方
	(考)(知)0を含む加減計算の意味を理解し，計算ができる。


	15　ものと　ひとの　かず

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	ある数量を他の数量に対応させて解くことができる。
順序数についても理解を深める。
・異種の量の加減や順序数を含む数の加減計算をしようとする。
・1対1対応により，異種の量の加減計算ができることを考えることができる。
・操作活動を通じて，異種の量の加減や順序数を含む数の加減計算ができる。
・異種の量の加減や順序数を含む数の加減計算の仕方を理解している。
	2時間
2学期制：12月中旬
3学期制：12月中旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	110
	1
	・ものと人の数を対応させて解く加減計算
	(考)(技)ものの数と人の数を対応させて考えることができる。

	
	111
	2
	・順序数と集合数の混合計算
	(考)(技)順序数と集合数の役割を理解し，問題を解決することができる。


	＊　ふくしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	112～113
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：12月下旬
3学期制：12月下旬


	16　大きい　かず

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	100までの数についてよみ方やかき方を知り，大小・系列を理解する。
100を少しこえる数について知る。
・100までの数について進んで調べようとする。
・100までの数について，位取りの考えを知り，かき方を考えることができる。
・100までの数について，よんだり，かいたり，大小を比べたり，数の構成に基づく(2桁)＋(1桁)のたし算とその逆のひき算ができる。
・100までの数について，よみ方，かき方，大小・系列を理解している。
	13時間
2学期制：1月中旬～2月上旬
3学期制：1月中旬～2月上旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	かずの　かぞえかた
	114～115
	1
	・じゃんけんゲームによる100までの数の数え方，よみ方(命数法)
・10とび5とびの数え方の工夫
	(考)(知)100までの数を，10のまとまりをつくって，数えることができる。

	かずの　かきかた
	116～117
	2
・
3
	・2位数のかき方(記数法)と構成
【一のくらい，十のくらい】
	(考)(知)位取りの考えを知り，2位数のかき方を理解する。

	100までの　かず
	118～119
	4
・
5
	・具体物による100という数の理解
・100までの数の具体物と数表の対応
	(知)具体物を数えることを通して，100という数を理解する。
(考)具体物の絵と数表とを対応させながら，100までの数を理解する。

	
	120～121
	6
～
8
	・100までの数の大小・系列
・すごろくあそび
	(技)(知)100までの数について，大小を判断したり，系列を考えることができる。

	おかね
	122
	9
	・数の構成に基づく加減計算
	(技)数の構成に基づく(2桁)＋(1桁)のたし算とその逆のひき算ができる。

	さがして　みよう
	123
	10
	・身の回りから100までの数をさがすこと
	(関)100までの数に関心をもち，身の回りから探そうとする。

	100を　こえる　かず
	124～125
	11
・
12
	・100といくつという見方による，120程度までの数の考察
	(考)(知)100を少しこえる数について，100といくつという見方を通して理解できる。

	たしかめどうじょう
	126～127
	13
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	

	ステップ，ジャンプ
	128～129
	－
	本単元の補充・発展問題


※ステップ・ジャンプは，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
	●　かえますか？　かえませんか？

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明することができる。
・買えるか買えないかを判断しようとする。
・買えるか買えないかの理由を，根拠をあげて説明することができる。
・場面に応じて，買えるか買えないかを判断することができる。
・買えるか買えないかを判断する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：2月上旬
3学期制：2月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	130～131
	1
	・買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明する。


	17　100までの　かずの　けいさん

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	100までの数の簡単なたし算，ひき算
・簡単な2位数のたし算やひき算を進んでしようとする。
・数構成に基づいて，簡単な2位数のたし算やひき算の仕方を考えることができる。
・簡単な2位数についてのたし算やひき算ができる。
・簡単な2位数についてのたし算やひき算の仕方を理解している。
	2時間
2学期制：2月中旬
3学期制：2月中旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	132
	1
	・10を単位とした(何十)±(何十)の加減計算
	(考)(技)10がいくつと考えて，(何十)±(何十)の加減計算ができる。

	
	133～134
	2
	・繰り上がり，繰り下がりのない(2桁)±(1桁)の加減計算
［発展］繰り上がり，繰り下がりのない(2桁)±(何十)の加減計算
	(考)(技)繰り上がり，繰り下がりのない(2桁)±(1桁)の加減計算ができる。


	＊　ふくしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	135
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：2月中旬
3学期制：2月中旬


	18　おなじ　かずずつ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	具体物をまとめて数えたり，等分したりして，整理して表すことができる。
・数を数える際，ブロックを操作したり，絵や式に表そうとする。
・数を数えるのにブロックの操作，絵や式に表す考え方ができる。
・数を数える際，ブロックを操作したり，絵や式に表すことができる。
・数を数える際，ブロックを操作したり，絵や式に表す仕方を理解している。
	2時間
2学期制：2月中旬
3学期制：2月中旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	136～137
	1
・
2
	・具体物をまとめて数えたり，等分したりして，整理して表すこと
	(考)(技)同じ数ずつ数えたり，同じ数に分けるなどの操作を通して，かけ算やわり算の素地的な見方ができる。


	19　おおい　ほう　すくない　ほう

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	2つの量について，小さい方の数量と差を知って，大きい方の数量を求めることができる。(求大)

2つの量について，大きい方の数量と差を知って，小さい方の数量を求めることができる。(求小)
・一方の数量と差がわかったときの他方の数量を求めようとする。
・数量の大小関係を正しくとらえ，演算決定の根拠を考えることができる。
・一方の数量と差を知って，他方の数量を求めることができる。
・一方の数量と差を知って，他方の数量を求める仕方を理解している。
	2時間
2学期制：2月下旬
3学期制：2月下旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	138～139
	1
・
2
	・求大・求小の問題
	(考)(技) 一方の数量と差を知って，他方の数量を求めることができる。


	●　ものの　いち

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	前後，左右，上下などの用語を用いて，ものの位置を表すことができる。
・具体的な場面で，ものの位置をことばで表そうとする。
・ものの位置の表し方をことばで表す仕方を考えることができる。
・ものの位置を，前後，左右，上下などの用語を用いて表すことができる。
・前後，左右，上下などの用語を使った位置の表し方を理解している。
	2時間
2学期制：2月下旬
3学期制：2月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	140～141
	1
・
2
	・前後，左右，上下などを使ってものの位置を表すこと


	20　大きさくらべ(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	直接比較や間接比較により，広さ・かさを比較することができる。
時計で何時何分をよむことができる。
・身近にあるものの広さ・かさに関心を持ち，比較しようとする。
また，時計で何時何分の時刻をよもうとする。
・身近にあるものの広さ・かさを比べる方法を考えることができる。
また，時計で何時何分の時刻のよみ方を理解できる。
・直接比較・間接比較や任意単位による測定によって，広さを比較することができる。
また，時計で何時何分の時刻をよんだり，つくったりすることができる。
・直接比較・間接比較による広さ・かさの比べ方を理解している。
また，時計で何時何分の時刻のよみ方やつくり方を理解している。
	4時間
2学期制：2月下旬～3月上旬
3学期制：2月下旬～3月上旬

	小見出し
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	142
	1
	・広さ・かさの直接比較，間接比較
	(考)(技)直接比較・間接比較により，広さ・かさを比べることができる。

	
	143
	2
	・任意単位による広さの測定
	(考)(技)任意単位により，広さの測定ができる。

	とけい
	144～145
	3
・
4
	・何時何分の時刻をよんだり，つくったりすること
【○時○分】
	(技)(知)時計を使って，何時何分の時刻をよんだり，つくったりすることができる。


	●　よみとるさんすう(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：3月上旬
3学期制：3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	146～147
	1
	・牧場の場面から適切に情報を選択して，問題を解決することができる。


	＊　もう　すぐ　2ねんせい（1年のふく習）

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	148～152
	・1年生の既習事項の確認と持続
	3時間
2学期制：3月中旬
3学期制：3月中旬


※巻末にある「けいさんのれんしゅう」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。すべての児童が一律に学習する必要はありません。
第2学年 単元別学習内容一覧
上巻
	1　ひょう・グラフと　時計

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)

(技)

(知)
	簡単な事項を整理して，表やグラフの形に表したり，よんだりできる。
何時何分までの時刻をよむことができる。
・事象を調べて分類・整理し，表やグラフに表そうとする。
・時刻・時間に関心を持ち，生活と関連付けながら，時刻・時間について考えようとする。
・算数的活動を通して，分類･整理するなど数理的な処理の仕方について考えることができる。
・時刻と時間の関係を理解し，時間やある時間だけ前後の時刻の求め方を見いだすことができる。
・ 簡単な事象について，分類･整理し，表や●のグラフで表すことができる。
・ 表やグラフの形について，よみ方，かき方を理解している。
	6時間
2学期制：4月上旬～中旬
3学期制：4月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	6～8
	1
	・遊び調べによる表やグラフへの動機づけ
	(関)顔の絵を上手に分類し，わかりやすく貼ろうとする。

	①あそびしらべ
	9
	2
	・表とグラフによる遊び調べ
　【ひょう，グラフ】
	(考)分類・整理することのよさがわかる。
(技)表や●のグラフのよみ方・かき方を理解している。

	②1日の 生活
	10～11
	3
・
4
	・時刻と時間の意味を理解する。
・1時間＝60分の関係を理解する。
【時こく，時間】
	(技)時刻と時間の区別を理解し，使い分けることができる。
(知)1時間＝60分の関係を理解している。

	
	12
	5
	・1日＝24時間の関係を理解する。
【午前，正午，午後】
	(知)午前，正午，午後の意味を理解している。
(知)1日＝24時間の関係を理解している。

	たしかめ道場
	13
	6
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	●　みんなで　話しあいましょう

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)

(技)

(知)
	並べたブロックの数を求める式を考え，話し合いを通して，友だちに伝えたり，友だちの考えを理解する。
・話し合い活動に関心をもち，参加しようとする。
・話し合いで大切なことを考えることができる。
・自分の考えを説明したり，相手に質問したり意見を述べたりすることができる。
・話し合いのねらいや進め方を理解している。
	1時間
2学期制：4月中旬
3学期制：4月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	14～15
	1
	・並べたブロックの数を求める式を考え，みんなで話し合い，まとめる。


	＊　ふくしゅう・じゅんびうんどう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	16～17
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：4月中旬
3学期制：4月中旬


	2　たし算と ひき算

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)

(知)
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の基礎計算が暗算でできる。
・基本的な計算を暗算で処理しようとする。
・(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の計算の仕方を考えることができる。
・(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の計算が暗算でできる。
・(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の計算について，暗算の仕方を理解している。
	5時間
2学期制：4月中旬～下旬
3学期制：4月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	18
	1
	・(1桁)＋(1桁)の計算による(2桁)＋(1桁)の暗算への動機づけ
	(関) (2桁)＋(1桁)の計算をしようとする。
(技) (知)(2桁)＋(1桁)で何十になる計算の仕方を理解し，暗算でできる。

	①たし算
	19
	
	・(2桁)＋(1桁)で何十になる暗算
	

	
	20～21
	2
	・(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋(何十)の暗算
	(考)(2桁)＋(1桁)で何十になる場合に基づいて，(2桁)＋(1桁)の計算の仕方を考えることができる。
(技)(知) (2桁)＋(1桁)，(2桁)＋(何十)の計算の仕方を理解し，暗算でできる。

	②ひき算
	22～23
	3
	・(何十)－(1桁)の暗算
	(技)(知)(何十)－(1桁)の計算の仕方を理解し，暗算でできる。

	
	24～25
	4
	・(2桁)－(1桁)，(2桁)－(何十)の暗算
	(考)(何十)－(1桁)に基づいて，(2桁)－(1桁)の計算の仕方を考えることができる。
(技)(知) (2桁)＋(1桁)，(2桁)－(何十)の計算の仕方を理解し，暗算でできる。

	たしかめ道場
	26～27
	5
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	3　長　さ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	長さの普遍単位cm，mmについて理解し，ものさしを使って長さを測ったり，直線をかいたりすることができる。
・長さの測定に興味をもち，進んでいろいろなものの長さを測定しようとする。
・普遍単位の必要性や測定の仕方について考えることができる。
・身近なものの長さをcmやmmを単位として測定したり，計算したりできる。
・長さについての感覚を身につけ，長さの単位と測定の意味を理解している。
	9時間
2学期制：4月下旬～5月上旬
3学期制：4月下旬～5月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	28～29
	1
	・任意単位の測定による普遍単位の必要性と長さの学習への動機づけ
	(関)ものの長さに興味をもち，進んで長さを調べようとする。
(考)普遍単位の必要性に気づき，それを説明することができる。

	
	30～31
	2
	・長さの普遍単位cmの理解
・cmによる長さの測定
【cm，センチメートル】
	(技)(知)長さの普遍単位cmを理解し，cm単位で長さを測定することができる。

	
	32
	3
	・長さの普遍単位mmの理解
・ものさしを使った長さの測定
【mm，ミリメートル，たんい】
	(技)(知)長さの普遍単位mmを理解し，ものさしを使って長さを測定することができる。


	
	33
	4
	・長さの複名数表示
【直線】
	(知)長さを複名数で現すことができる。

	
	34
	5
	・ものさしを使った直線の作図
	(技)ものさしを使って直線をかくことができる。

	
	35
	6
	・長さの加減計算
	(技)長さに関する加減計算ができる。

	
	36
	7
	・10cmの長さづくり(量感)，10cmの長さ探し
	(関)(技)10cmの量感を身につけ，進んでそれをつくろうとする。

	
	37
	8
	・身の回りのものの長さを予想し，測って確かめる。
	(関)(技)長さを適切に予想し，それを測って確かめることができる。


	たしかめ道場
	38
	9
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふくしゅう・じゅんびうんどう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	39
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：5月中旬
3学期制：5月中旬


	4　たし算と ひき算の ひっ算(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	(2桁)＋(2桁)＜100，(2桁)－(2桁)の筆算の仕方を理解し，計算することができる。
加法の交換法則，加法と減法の相互関係を理解することができる。
・加減の筆算について関心を持ち，身近な問題解決に生かそうとする。
・(2桁)＋(2桁)＜100や(2桁)－(2桁)の筆算の仕方を，十進位取り記数法に基づいて考えることができる。
・(2桁)＋(2桁)＜100や(2桁)－(2桁)の筆算と答えの確かめができる。
・(2桁)＋(2桁)＜100や(2桁)－(2桁)の筆算と答えの確かめの仕方を理解している。
	10時間
2学期制：5月中旬～6月上旬
3学期制：5月中旬～6月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	40
	1
	・たし算の筆算への動機づけ
	

	①たし算
	41
	
	・(2位数)＋(2位数)で繰り上がりのない筆算

【ひっ算】
	(技)(知)(2位数)＋(2位数)で繰り上がりのない筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	42
	2
	・(2位数)＋(2位数)で一の位が繰り上がる筆算
	(技)(知)(2位数)＋(2位数)で一の位が繰り上がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	43
	3
	・加法の交換法則を用いたたし算の筆算の答えの確かめ
	(考)加法の交換法則を知り，たし算の確かめに適用できる。

	
	44
	4
	・練習
	

	②ひき算
	45
	5
	・(2位数)－(2位数)で繰り下がりのない筆算
	(技)(知)(2位数)－(2位数)で繰り下がりのない筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	46
	6
	・(2位数)－(2位数)で十の位が繰り下がる筆算
	(技)(知)(2位数)－(2位数)で十の位が繰り下がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	47
	7
	・加法と減法の相互関係を用いたひき算の筆算の答えの確かめ
	(考)加法と減法の相互関係を知り，ひき算の答えの確かめに適用できる。

	
	48～49
	8
	・加減の問題のテープ図のかき方
	(考)(技)テープ図を理解し，数量の関係をとらえて，テープ図にかくことができる。

	
	50
	9
	・練習
	

	たしかめ道場
	51
	10
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　かくれた　数は　いくつ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	加減の逆思考の問題をテープ図を利用して解決する。
・加減の逆思考の問題に取り組もうとする。
・加減の逆思考の問題を，具体的操作やテープ図を利用して考えることができる。
・加減の逆思考の問題を，具体的操作や問題文と整合したテープ図を使って解決できる。
・加法と減法の相互関係を理解している。
	4時間
2学期制：6月上旬～中旬
3学期制：6月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	52
	1
	・減った数を考える逆思考の問題

（a－□＝b）
	(考)減法逆の減法の問題について考えることができる。
(技)正しくテープ図をかくことができる。

	
	53
	2
	・増えた数を考える逆思考の問題

（a＋□＝b）
	(考)加法逆の減法の問題について考えることができる。
(技)正しくテープ図をかくことができる。

	
	54
	3
	・はじめの数を考える逆思考の問題
（□＋a＝b）
	(考)加法逆のの減法の問題について考えることができる。
(技)正しくテープ図をかくことができる。

	
	55
	4
	・はじめの数を考える逆思考の問題
（□－a＝b）
	(考)減法逆の加法の問題について考えることができる。
(技)正しくテープ図をかくことができる。


	●　どんな　計算に　なるのかな(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。
・演算を決定した根拠を説明することができる。
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。
・加減の場面の違いを理解している。
	1時間
2学期制：6月中旬
3学期制：6月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	56～57
	1
	・折り紙の場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。


	＊　ふくしゅう・じゅんびうんどう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	58～59
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：6月中旬
3学期制：6月中旬


	5　1000までの 数

	目      標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	1000までの数のしくみを理解し，よんだりかいたりできる。
10や100を単位とする数の相対的な見方に基づく加減計算ができる。
・ものの個数を10や100のまとまりにして数え，よんだりかいたりしようとする。
・10や100の個数に着目して計算しようとする。
・十進位取り記数法を理解し，1000までの数の構成をとらえることができる。
・10や100を単位とする数の相対的な見方ができる。
・1000までの数のしくみを理解し，よんだりかいたりできる。また，数の大小を＞，＜を使って表すことができる。
・数の相対的な見方に基づく加減計算ができる。
・1000までの数の構成，系列，及び＞，＜を使った大小の表し方を理解している。
・数の相対的な見方に基づく加減計算の仕方を理解している。
	11時間
2学期制：6月中旬～7月上旬
3学期制：6月中旬～7月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	60～62
	1
	・まとめて数える操作による100までの数への動機づけ
	(関)100をこえる数について，調べようとする。

	①100を こえる 数
	63～64
	2
・
3
	・3桁の数の表し方
 【百のくらい】
	(技)(知)1000までの数について，よんだりかいたりできる。

	
	65
	4
	・10を単位とする数の相対的な見方
	(考)10を単位とする数の相対的な見方ができる。

	
	66～67
	5
・
6
	・1000という数の意味
・数直線，1000までの数の系列
【1000，千】
	(知)1000という数の意味を知り，数直線上に表すことができる。

	
	68
	7
	・数の大小比較
【＞，＜】
	(考)位取り記数法に基づいて，1000までの数の大小が判断できる。
(技)数の大小関係を＞や＜を使って表すことができる。

	
	69
	8
	・練習
	

	②たし算と ひき算
	70～71
	9
・
10
	・10や100を単位とする相対的な数の見方による簡単な加減計算
	(考)(技)10を単位とする数の相対的な見方に基づいて加減計算ができる。

	たしかめ道場
	72
	11
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	●　買えますか？　買えませんか？

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明することができる。
・買えるか買えないかを判断しようとする。
・買えるか買えないかの理由を，根拠をあげて説明することができる。
・場面に応じて，買えるか買えないかを判断することができる。
・買えるか買えないかを判断する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：7月上旬
3学期制：7月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	73
	1
	・買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明する。


	●　よみとる算数(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：7月上旬
3学期制：7月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	74～75
	1
	・ゲーム大会の場面で，適切に情報を選択して，問題を解決したり，問題をつくったりすることができる。


	6　か　さ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)

(技)

(知)
	かさの普遍単位L，dL，mLについて理解し，これらを使ってかさを測ることができる。
・入れ物のかさに関心をもち，進んで身のまわりのもののかさを測定しようとする。
・異なる容器で測ったときの不自然さから，かさの普遍単位の必要性を考えることができる。
・かさの普遍単位L，dL，mLを知り，それらを使って測定することができる。
・かさの普遍単位L，dL，mLについて理解している。
	6時間
2学期制：7月上旬～中旬
3学期制：7月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	76
	1
	・かさの比較による普遍単位の必要性とかさの学習への動機づけ
	(関)もののかさに興味をもち，進んでかさを調べようとする。
(考)普遍単位の必要性に気づき，それを説明することができる。
(技)(知)かさの普遍単位Lを理解し，かさを測定することができる。

	
	77
	
	・かさの普遍単位Lの理解
【L，リットル】
	

	
	78～79
	2
・
3
	・かさの普遍単位dL，mLの理解
・かさの簡単な加減計算
【dL，デシリットル，mL，ミリリットル】
	(技)(知)かさの普遍単位dL，mLを理解し，それらを使ってかさを測定することができる。

(知)かさの簡単な加減計算ができる。

	
	80
	4
	・1Lのかさづくり(量感)
	(技)1Lの量感を身につけている。

	
	81
	5
	・入れ物にはいる水のかさの測定
	(関)(技)いろいろな入れ物のにはいる水のかさを適切に予想して，測ろうとする。

	たしかめ道場
	82
	6
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふくしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	83
	・既習事項の確認と持続
	2時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬


	●　算数の　じゆうけんきゅう

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	線路のつながり方に着目して，いろいろな線路を構成することができる。
・線路づくりに興味をもち，進んで取り組もうとする。
・線路のつながり方に着目して，図形が構成できるきまりを考えることができる。
・線路のつながり方に着目して，適切な線路の模様をつくることができる。
・線路をつないで図形が構成できるきまりを理解している。　
	1時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	84～85
	1
	・線路のかかれたカードを組み合わせて，つながった線路をつくる。


	＊　じゅんびうんどう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	86
	・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：7月下旬
3学期制：9月上旬


	7　たし算と ひき算の ひっ算(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	(2桁)＋(2桁)≧100の加法とその逆の減法について，筆算の仕方を理解し，計算ができる。また，(3桁)±(2桁)の簡単な筆算の仕方を考えることができる。
・筆算のよさがわかり，進んで筆算をしようとする。
・(2桁)＋(2桁)≧100の加法とその逆の減法，(3桁)±(2桁)の簡単な筆算の仕方を，既習事項を基にして考えることができる。
・(2桁)＋(2桁)≧100の加法とその逆の減法の筆算ができる。
・(2桁)＋(2桁)≧100の加法とその逆の減法の筆算の仕方を理解している。
	11時間
2学期制：7月下旬～9月中旬
3学期制：9月上旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①たし算
	87～88
	1
	・答えが3桁になる筆算への動機づけ
・(2桁)＋(2桁)で十の位が繰り上がる筆算
	(関)既習事項に基づき，答えが3桁になる筆算の仕方を考えようとする。
(技) (知)(2桁)＋(2桁)で十の位が繰り上がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	89
	2
	・(2桁)＋(2桁)で一の位と十の位が繰り上がる筆算
	(技) (知)(2桁)＋(2桁)で一の位と十の位が繰り上がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	90
	3
	・3口のたし算
	(技)3口のたし算の筆算ができる。

	
	91
	4
	・練習
	

	②ひき算
	92
	5
	・(百何十何)－(2桁)で百の位が繰り下がる筆算
	(技)(知)(百何十何)－(2桁)で百の位が繰り下がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	93
	6
	・(百何十何)－(2桁)で十の位と百の位が繰り下がる筆算
	(技)(知) (百何十何)－(2桁)で十の位と百の位が繰り下がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	94
	7
	・(百何)－(2桁)で繰り下がりが2桁に及ぶ筆算
	(技)(知) (百何)－(2桁)で繰り下がりが2桁に及ぶ筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	95
	8
	・練習
	

	③3けたの　数の　ひっ算
	96～97
	9
	・(3桁)±(2桁)の簡単な筆算
	(考)既習事項に基づいて，(3桁)±(2桁)の簡単な筆算の仕方を考えることができる。

	④文と　図と　しき
	98～99
	10
	・文，図，式を関連づけてみること
	(考)(技)文，図，式を関連づけて考えることができる。

	たしかめ道場
	100
	11
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　ふえたり　へったり

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	増えたり減ったりする事象について，オペレーター(変量)に着目して考え，問題を解決することができる。
・増えたり減ったりする事象について，オペレーターに着目して考えようとする。
・増えたり減ったりする事象について，オペレーターに着目するよさがわかる。
・増えたり減ったりする事象を図などに表し，オペレーターに着目して，問題を解決することができる。
・増えたり減ったりする事象について，オペレーターに着目する仕方を理解している。
	3時間
2学期制：9月下旬
3学期制：9月下旬～10月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	101
	1
	・3要素2段階の増増の場面で，順に考えたり，まとめて考えたりする問題
	(考)増えたり減ったりする事象について，順に考えたり，まとめて考えたりすることができる。

	
	102～103
	2
・
3
	・3要素2段階の増増，増減の場面で，まとめて考える問題
	(考)増えたり減ったりする事象について，オペレーターに着目し，まとめて考えることができる。


	8　計算の　じゅんじょ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	加法の結合法則と(  )の意味を理解し，(  )を含む式の計算ができる。また，記号＞，＜，＝の意味を理解し，これらを使って式に表すことができる。
・(　)を使った式で表される場面をみつけようとする。

・(　)を使う場面を説明することができる。
・(　)を含む式を正しく計算したり，＞，＜，＝を使って式に表したりすることができる。

・加法の結合法則，及び(　)や＞，＜，＝の意味と使い方を理解している。
	2時間
2学期制：9月下旬
3学期制：10月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	104～105
	1
	・加法の結合法則，(　)の意味とその使い方
	(知) 加法の結合法則，(　)の意味とその使い方を理解している。

	
	106
	2
	・記号＞，＜，＝の意味とそれらを使った式の表し方
	(技) (知)記号＞，＜，＝の意味を理解し，それらを使って式に表すことができる。


	★　算数のまど

	ページ
	学習内容
	指導時数

	107～135
	・各単元の補充・発展問題など
	時間配当なし


※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
下巻
	9　かけ算(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	具体的な事項に即して，かけ算の意味を理解できる。
5,2,3,4の段の九九を構成して唱えたり，それを適用することができる。
・5,2,3,4の段の九九づくりに関心をもち，進んで取り組もうとする。
・かけ算が用いられる場面を具体物，ことば，式を用いて表すことができる。

・いくつずつ増えるかに着目して，5,2,3,4の段の九九を構成し，それらを唱えることができる。
・かけ算の意味や式の表し方，倍の意味を理解している。

・5,2,3,4の段の九九の唱え方を理解している。
	17時間
2学期制：10月上旬～11月上旬
3学期制：10月上旬～11月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	2～4
	1
	・均等と不均等の比較によるかけ算の学習への動機づけ
	(関)均等に置かれた場面で，基準量のいくつ分という見方で数えようとする。

	①かけ算の しき
	5
	2
	・かけ算の意味式のよみ方，かき方
【×，かけ算】
	(考)(知) かけ算の意味とその式の表し方理解できる。

	
	6
	3
	・累加によるかけ算の答えの求め方
	(技)累加の見方でかけ算の答えを求めることができる。

	
	7
	4
	・倍の意味とその見方
【ばい】
	(知)倍の意味を理解することができる。

	②かけ算の 九九
	8～10
	5
～
7
	・5の段の九九の構成と唱え方

【九九】
	(技)(知)答えがいくつずつ増えていくかに着目して，5の段の九九を構成し，唱えることができる。

	
	11～12
	8
・
9
	・2の段の九九の構成と唱え方
	(技)(知)答えがいくつずつ増えていくかに着目して，2の段の九九を構成し，唱えることができる。

	
	13～14
	10
・
11
	・3の段の九九の構成と唱え方
	(技)(知)答えがいくつずつ増えていくかに着目して，3の段の九九を構成し，唱えることができる。

	
	15～16
	12
・
13
	・4の段の九九の構成と唱え方
	(技)(知)答えがいくつずつ増えていくかに着目して，4の段の九九を構成し，唱えることができる。

	
	17
	14
	・かけられる数とかける数の意味
	(考)被乗数と乗数の意味を理解し，正しく立式することができる。

	
	18
	15
	・かけ算の問題づくり
	(関)(考)生活場面から，かけ算の問題をいろいろつくることができる。

	
	19
	16
	・練習
	

	たしかめ道場
	20
	17
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふくしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	21
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：11月上旬
3学期制：11月上旬


	10　かけ算(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	6,7,8,9,1の段の九九を構成して唱えたり，それを適用することができる。

・6,7,8,9,1の段の九九づくりに関心をもち，進んで取り組もうとする。

・かけ算の意味を正しく理解し，かけ算と具体的場面を結びつけることができる。
・アレイ図を使って，6,7,8,9,1の段の九九を構成し，それらを唱えることができる。
・6,7,8,9,1の段の九九の唱え方を理解している。
	14時間
2学期制：11月上旬～下旬
3学期制：11月上旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	22
	1
	・アレイ図を使った6,7,8,9,1の段の九九への動機づけ
	(関) 6,7,8,9,1の段の九九づくりに関心をもち，進んで取り組もうとする。

	①九九づくり
	23～24
	2
・
3
	・6の段の九九の構成と唱え方
	(技)(知)アレイ図を使って6の段の九九を構成し，唱えることができる。

	
	25～26
	４
・
5
	・7の段の九九の構成と唱え方
	(技)(知)アレイ図を使って7の段の九九を構成し，唱えることができる。

	
	27
	6
	・8，9の段の九九の構成
	(技)(知)アレイ図を使って8，9の段の九九を構成することができる。

	
	28～29
	7
～
9
	・8，9の段の九九の唱え方
	(技)(知)8，9の段の九九を唱えることができる。

	
	30
	10
	・1の段の九九の構成と唱え方
	(技)(知)1の段の九九を構成し，唱えることができる。

	
	31
	11
	・練習
	

	②かけ算を　つかった　もんだい
	32
	12
	・かけ算とたし算，ひき算の複合問題
	(考)数量の関係を的確にとらえ，かけ算とたし算，ひき算の複合問題を解決することができる。

	③さがしてみよう
	33
	13
	・身の回りからかけ算で表される場面をみつけること
	(関)(考)かけ算の意味を正しくとらえ，身の回りからかけ算で表される場面をみつけることができる。

	たしかめ道場
	34
	14
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふくしゅう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	35
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：11月下旬
3学期制：11月下旬


	●　よみとる算数(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：12月上旬
3学期制：12月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	36～37
	1
	・絵日記を読んで適切に情報を選択し，問題を解決することができる。


	11　三角形と　四角形

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	三角形，四角形，長方形，正方形，直角三角形について理解し，それらをつくったり性質を調べたりすることができる。
・三角形や四角形に関心をもち，それらの性質を進んで調べようとする。
・長方形，正方形，直角三角形について，根拠をもってそれらを弁別することができる。
・紙を折って直角をつくったり，長方形，正方形，直角三角形を作図したりすることができる。
・三角形，四角形，及び直角，長方形，正方形，直角三角形について理解している。
	12時間
2学期制：12月上旬～下旬
3学期制：12月上旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	38～39
	1
	・線で囲んだ図形の仲間分けによる三角形・四角形の学習への動機づけ
【三角形，四角形】
	(関)動物を線で囲み，できた図形を仲間分けしようとする。
(知)三角形，四角形の意味を理解する。

	①三角形と　四角形
	40
	2
	・三角形，四角形の弁別と構成
	(考)(知)三角形や四角形を弁別し，その理由をいうことができる。

	
	41
	3
	・三角形や四角形を2つに切ってできる図形の考察
【辺，ちょう点】
	(考)三角形や四角形を2つに切ってできる形を，根拠をもって考えることができる。

	
	42
	4
	・身の回りからの三角形，四角形さがし
	(関)身の回りから，三角形や四角形の形をみつけようとする。

	②長方形と　正方形
	43
	5
	・紙を折る操作を通して直角を理解すること
【直角】
	(技)(知)直角について知り，本やノートの角の形を確かめることができる。
(関)身の回りから直角をみつけようとする。

	
	44～46
	6
～
8
	・折り紙の作業を通した長方形，正方形，直角三角形の理解
【長方形，正方形，直角三角形】
	(知)長方形，正方形，直角三角形について理解している。
(関)身の回りから，長方形や正方形の形をみつけようとする。

	
	47
	9
	・方眼紙を使った長方形，正方形，直角三角形の作図
	(技)方眼紙を使って，長方形，正方形，直角三角形を作図することができる。

	
	48～49
	10
・
11
	・長方形，正方形，直角三角形の色紙による図形の構成
・長方形，正方形，直角三角形の敷き詰め
	(考)(技)色紙を2枚並べて長方形，正方形，直角三角形をつくり，その理由を説明できる。

	たしかめ道場
	50
	12
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふくしゅう・じゅんびうんどう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	51
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：1月中旬
3学期制：1月中旬


	12　九九の きまり

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	九九表を使って，かけ算に関して成り立つ性質を理解する。
・九九表のおもしろさに気づき，進んでかけ算のきまりをみつけようとする。
・九九表からかけ算のきまりをみつけ，それを説明することができる。
・かけ算のきまりを使って，簡単な2位数のかけ算の答えを求めることができる。
・乗数が1増えるときの答えの増え方や交換法則など，かけ算のきまりについて理解している。
	8時間
2学期制：1月中旬～下旬
3学期制：1月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	52
	1
	・九九表づくりによるかけ算のきまりの学習への動機づけ
	(関)九九表づくりを通して，かけ算のきまりをみつけようとする。

	①九九の　ひょうと　きまり
	53
	
	・九九表を見て，かけ算のきまりをみつけること
	(考)九九表を見て，かけ算に関して成り立つ性質をみつけることができる。

	
	54
	2
	・乗数が1増えると答えは被乗数だけ増えること
	(知)かけ算では，乗数が1増えると答えは被乗数だけ増えることを理解している。

	
	55
	3
	・乗法の交換法則
	(知)かけ算では，被乗数と乗数を入れ替えても答えは変わらないことを理解している。

	
	56
	4
	・同じ答えになるかけ算をみつけること
	(考)答えが同じになるかけ算を，根拠をもってみつけることができる。

	
	57
	5
	・aの段とbの段をたすと，答えは(a＋b)の段と同じになること
	(技)aの段とｂの段をたすと答えは(a＋b)の段と同じになることをみつけることができる。

	②九九を　広げて
	58～59
	6
・
7
	・簡単な2位数のかけ算(4×12，12×4)の答えを求めること
	(技)かけ算のきまりを使って，簡単な2位数のかけ算の答えを求めることができる。

	たしかめ道場
	60
	8
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	13　100cmを こえる 長さ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	長さの普遍単位ｍについて理解し，長さを測ったり量感を深めることができる。
・長さの普遍単位ｍに関心をもち，いろいろな長さを測定しようとする。
・長さの普遍単位ｍの必要性を理解し，既習事項に基づいて，100cmをこえる長さの表し方を考えることができる。
・対象の長さや目的に応じて適切に単位を選択し，長さを測定することができる。
・長さの普遍単位ｍについて理解している。
	6時間
2学期制：1月下旬～2月上旬
3学期制：1月下旬～2月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	61～62
	1
	・両手を広げた長さの測定による学習への動機づけ
	(関)両手を広げた長さの測り方を進んで考えようとする。
(考)両手を広げた長さの測定を通して普遍単位mの必要性に気づく。

	
	63
	2
	・長さの普遍単位mの理解
【ｍ，メートル】
	(知)長さの普遍単位mについて理解している。

	
	64～65
	3
・
4
	・1mの長さをつくったり，身の回りからみつけたりすること
	(技)1mの量感を身につけている。

	
	66～67
	5
	・身の回りのものの長さを予想してから測る
	(関)(技)身の回りのものの長さを適切に予想し，進んで測ろうとする。

	たしかめ道場
	68～69
	6
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　ちがいを　みて

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	求大・求小の逆思考の問題を解くことができる。
・求大，求小の逆思考の問題に進んで取り組もうとする。
・問題場面をとらえてテープ図に表し，根拠をもって立式することができる。
・求大，求小の逆思考の場面で，適切に演算を決定することができる。
・加法と減法の相互関係を使って立式できること理解している。
	2時間
2学期制：2月上旬
3学期制：2月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	70
	1
	・求大の逆思考の問題
	(考)求大の逆思考の問題を考えることができる。

	
	71
	2
	・求小の逆思考の問題
	(考)求小の逆思考の問題を考えることができる。


	●　どんな　計算に　なるのかな(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。
・演算を決定した根拠を説明することができる。
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。
・乗法の用いられる場面を理解している。
	1時間
2学期制：2月上旬
3学期制：2月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	72～73
	1
	・遊びの場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。


	＊　ふくしゅう・じゅんびうんどう

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	74～75
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：2月中旬
3学期制：2月中旬


	14　10000までの 数

	目      標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	10000までの数について，よんだりかいたりできる。
100や1000を単位として数を相対的にみることができる。
・10000までの数について，100や1000のまとまりにして数えようとする。
・桁数の少ない場合を基にして，10000までの数を十進位取り記数法に即してとらえることができる。
・10000までの数をよんだりかいたり，100や1000を単位として相対的にみたりすることができる。
・10000までの数のよみ方やかき方，系列・大小について理解している。
	7時間
2学期制：2月中旬～下旬
3学期制：2月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	76～77
	1
	・1000をこえる数の数え方と学習の動機づけ
	(関)10000までの数について，100や1000のまとまりとして数えようとする。

	
	78
	2
	・4桁の数の表し方
【千のくらい】
	(考)(技)桁数の少ない場合に基づいて，10000までの数を十進位取り記数法のに即してとらえることができる。

	
	79
	3
	・100や1000を単位とする数の相対的な見方
	(技)10000までの数を100や1000を単位とする相対的な見方でとられることができる。

	
	80～81
	4
・
5
	・10000という数の理解
・10000までの数の系列・大小
【10000，一万】
	(技)(知)10000という数を理解し，10000までの数の系列や大小を判断することができる。

	
	82
	6
	・練習
	


	たしかめ道場
	83
	7
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	15　はこの　形

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	箱の観察や製作を通して，面，辺，頂点に着目し，立体の構成要素について理解する。
・工作用紙やひごなどを使って，進んで箱づくりに取り組もうとする。
・箱の観察や製作を通して，構成要素(頂点，辺，面)の形や数に着目することができる。
・工作用紙やひごなどを適切に選んで，箱をつくることができる。
・箱の形について，頂点，辺，面などの形や数について理解している。
	4時間
2学期制：2月下旬～3月上旬
3学期制：2月下旬～3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	84
	1
	・箱の観察による学習の動機づけ
【面】
	(関)箱の観察を通して，構成要素に着目しようとする。

	①はこの　形
	85
	
	・箱の構成要素を調べること
	(知)面，辺，頂点などの構成要素の形や数について理解する。

	②はこづくり
	86
	2
	・工作用紙を使って，箱の形をつくること
	(考)(技)長方形や正方形をつなぎ合わせて箱の形をつくり，それぞれの形が何枚必要かを説明できる。

	
	87
	3
	・ひごと粘土玉を使って，箱の形をつくること
	(考)(技)ひごと粘土玉を使って箱の形をつくり，それぞれがいくつ必要かを説明できる。

	たしかめ道場
	88
	4
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　何番目

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	順序数と集合数のちがいを理解し，それらを使って位置や人数などを表すことができる。
・具体的な場面で，順序数や集合数を使って，位置や人数などを表そうとする。
・順序数と集合数の違いを理解し，適切に図などに表すことができる。
・順序数と集合数の違いを理解し，正確に数量の関係をとらえることができる。
・集合数と順序数の違いについて理解している。
	1時間
2学期制：3月上旬
3学期制：3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	89
	1
	・順序数と集合数の複合問題
	(考)(技)順序数と集合数の違いを理解し，正確に数量の関係をとらえることができる。


	16　分　数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	等分してできる大きさの表し方を知り，簡単な分数について理解する。
・日常の生活で用いられる「半分」や「半分の半分」の大きさに関心をもち，具体的な操作活動に取り組もうとする。
・二等分，四等分の大きさの表し方を知り，八等分などの表し方を考えることができる。
・二等分，四等分の大きさを分数で表すことができる。
・分数を使うと二等分，四等分などの大きさを表せることを理解している
	3時間
2学期制：3月上旬～中旬
3学期制：3月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	90
	1
	・具体物を二等分，四等分することによる簡単な分数の学習への動機づけ
	(関)リンゴやケーキを二等分，四等分した経験から等分した大きさの表し方に関心をもつ。

	
	91
	
	・いろいろな紙を折って，半分の大きさをつくること
	(技)いろいろな紙を折って半分の大きさをつくることができる。

	
	92
	2
	・テープを半分に折った大きさの考察
【二分の一， [image: image2.png]


 】
	(技)(知)テープを折って半分の大きさをつくり，その表し方を考えることができる。

	
	93
	3
	・半分のテープをさらに半分に折った大きさの考察
【四分の一， [image: image4.png]


 ，分数】
	(技)(知)テープを折って半分の半分の大きさをつくり，その表し方を考えることができる。
(考)二等分，四等分の表し方に基づいて，八等分の表し方を考えることができる。


	＊　もう　すぐ　3年生（2年のふく習）

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	94～98
	・2年生の既習事項の確認と持続
	3時間
2学期制：3月中旬
3学期制：3月中旬


	★　算数のまど

	ページ
	学習内容
	指導時数

	99～123
	・各単元の補充・発展問題など
	時間配当なし


※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
第3学年 単元別学習内容一覧
上巻
	1　九九の表とかけ算

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)

(技)

(知)
	乗数が1ずつ増減するときの積の変化，10や0のかけ算について理解する。

・九九表に関心を持ち，進んできまりや10や0のかけ算に取り組もうとする。
・乗数が増減するときの積の変化を，九九を基にして考えることができる。
・乗数の増減に伴う積の変化について理解し，10や0のかけ算ができる。
・乗数の増減に伴う積の変化の様子や10や0のかけ算の意味を理解している。
	6時間
2学期制：4月上旬～中旬
3学期制：4月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	6
	1
	・九九表からきまりを見つけることによる学習の動機づけ
	(関)九九の表を見て，進んでかけ算のきまりを見つけようとする。

	
	7
	2
	・乗数が1ずつ増減するときの積の変化
	(考)(知)乗数が1ずつ増減するときの積の変化を考察し，理解することができる。

	
	8～9
	3
・
4
	・10や0のかけ算
	(技)(知)10や0のかけ算の仕方を考え，答えを求めることができる。

	
	10
	5
	・a×□＝b，□×a＝bの□にあてはまる数を見つけること（わり算の素地）
	(考)(知)a×□＝bや□×a＝bの□にあてはまる数は，いずれもaの段の九九を使って求められることを理解している。

	たしかめ道場
	11～12
	6
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	2　わり算

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)

(技)
(知)
	わり算の意味と計算の仕方を理解する。
わり算とたし算，ひき算を組み合わせた問題を解くことができる。
・ものを分ける活動を通して，等分除と包含除の意味をとらえようとする。
・わり算の意味や計算の仕方について，かけ算を基にして考えることができる。
・わり算の意味を理解し，九九を使って確実に答えを求めることができる。
・等分除，包含除の違いを知り，わり算の意味を理解している。
	12時間
2学期制：4月中旬～5月中旬
3学期制：4月中旬～5月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①分け方とわり算
	13～16
	1
	・あめを分ける場面によるわり算の学習への動機づけ
・わり算(等分除)の意味
【÷，わり算】
	(関)あめを等分する活動を通して，わり算に関心をもつ。
(知)等分除の意味を理解している。

	
	17
	2
	・わり算(等分除)の計算の仕方
	(考)(技)等分除の答えの求め方を考えることができる。

	
	18～19
	3
	・わり算(包含除)の意味と計算の仕方
	(知)包含除の意味を理解している。
(考)(技)包含除の答えの求め方を考えることができる。

	
	20
	4
	・等分除と包含除の統合
	(考)等分除も包含除も同じ式に表せ，いずれも九九を使って答えが求められることを理解する。

	
	21
	5
	・0のわり算
	(知)0のわり算の意味と計算の仕方を理解している。

	
	22
	6
	・練習
	

	②わり算を使って
	23
	7
	・わり算の作問
	(関)(知)身の回りからわり算の場面を探し，いろいろ問題をつくろうとする。

	
	24
	8
	・倍を求めるわり算
	(技)(知)倍を求めるときもわり算が使えることを知り，答えを求めることができる。

	
	25
	9
	・わり算とたし算，ひき算の複合問題
	(技)数量の関係を的確にとらえ，わり算とたし算，ひき算の複合問題を解決することができる。

	③答えが九九にないわり算
	26～27
	10
・
11
	・簡単な商が2桁になるわり算(80÷4，36÷3など)
	(考)既習事項を基に，簡単な商が2桁になるわり算の計算の仕方を考えることができる。

	たしかめ道場
	28～29
	12
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	●　どんな計算になるのかな

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。
・演算を決定した根拠を説明することができる。
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。
・除法の用いられる場面を理解している。
	1時間
2学期制：5月中旬
3学期制：5月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	30～31
	1
	・ピクニックの場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。


	2　円と球

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)

(技)

(知)
	円や球についての基本的な事項を理解する。

コンパスを使って円をかいたり，長さを写し取ったりすることができる。

・円や球に関心をもち，それらについて調べようとする。
・円を使った模様のかき方や球の直径の測り方を考えることができる。
・円や円を使った模様をかいたり，球の直径を測ったりすることができる。
・円や球についての基本的な事項を理解している。
	7時間
2学期制：5月中旬～下旬
3学期制：5月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	32
	1
	・こまづくりによる学習への動機づけ
	(関)こまづくりを通して，円の学習に関心を持つ。

	
	33～34
	2
・
3
	・円の概念と性質，作図
・直径と中心の関係
【円，中心，半径，直径】
	(技)(知)円とその中心，半径，直径などについて理解し，コンパスを使って円をかくことができる。

	
	35
	4
	・コンパスを使ったもようづくり
	(考)(技)円を使った模様のかき方を考え，かくことができる。

	
	36
	5
	・コンパスのディバイダーとしての使い方
	(技)コンパスを使って，長さを写し取ることができる。

	
	37
	6
	・球の概念と性質
【球】
	(知)球についての基本的な事項を理解している。

	たしかめ道場
	38
	7
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	39
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：5月下旬
3学期制：5月下旬


	●　みんなで　話しあいましょう

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	ボールのはいった箱の縦の長さの求め方を考え，話し合いを通して，友だちに伝えたり，友だちの考えを理解する。
・話し合い活動に関心をもち，参加しようとする。
・話し合いで大切なことを考えることができる。
・自分の考えを説明したり，相手に質問したり意見を述べたりすることができる。
・話し合いのねらいや進め方を理解している。
	1時間
2学期制：5月下旬
3学期制：5月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	40～41
	1
	・ボールのはいった箱の縦の長さの求め方を考え，みんなで話し合い，まとめる。


	◎　かくれた数はいくつ(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	乗法や除法の逆思考の問題を解くことができる。
・問題解決の際，乗法や除法に関する知識や技能を用いようとする。
・乗法や除法の逆思考の問題で，数量の関係を線分図や関係図に表し，乗除の関係を見抜くことができる。
・乗法や除法の逆思考の問題を，線分図や関係図をかいて解くことができる。
・乗法と除法の相互関係を理解している。
	2時間
2学期制：5月下旬～6月上旬
3学期制：5月下旬～6月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	42～43
	1
	・乗法の逆思考の問題（□×a＝b）
	(考) 乗法逆の除法の問題について考えることができる。
(技)数量の関係を線分図や関係図にかくことができる。

	
	44
	2
	・除法の逆思考の問題（□÷a＝b）
	(考) 除法逆の乗法の問題について考えることができる。
(技)数量の関係を線分図や関係図にかくことができる。


	＊　じゅんび運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	45
	・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：6月上旬
3学期制：6月上旬


	4　たし算とひき算の筆算

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)

(技)
(知)
	桁数の少ない場合を基にして，3桁の加減の筆算の仕方を考えることができる。
・(3桁)±(3桁)の計算の仕方を進んで考えようとする。
・桁数の少ない場合を基にして，(3桁)±(3桁)の筆算の仕方を考えることができる。
・正しく(3桁)±(3桁)の筆算をして，答えを求めることができる。
・(3桁)±(3桁)の筆算の仕方を理解している。
	12時間
2学期制：6月上旬～中旬
3学期制：6月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	46
	1
	・文房具の買い物の場面での3桁の数の計算の学習への動機づけ
	(関)文房具の買い物場面を通して，3桁の数の計算に関心を持つ

	①何百のたし算とひき算
	47
	
	・100を単位とした数の相対的な見方に基づく(何百)＋(何百)とその逆のひき算
	(考)(技)100を単位とする数の相対的な見方に基づいて加減計算ができる。

	②たし算の筆算
	48
	2
	・(3位数)＋(3位数)で一の位が繰り上がる筆算
	(技)(知)(3桁)＋(3桁)で一の位が繰り上がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	49
	3
	・(3桁)＋(3桁)で一の位と十の位が繰り上がる筆算
	(考)(技)(3桁)＋(3桁)で一の位と十の位が繰り上がる筆算の仕方を考えることができる。

	
	50
	4
	・(3桁)＋(3桁)で百の位が繰り上がる筆算
	(考)(技)(3桁)＋(3桁)で百の位が繰り上がる筆算の仕方を考えることができる。

	
	51
	5
	・練習
	

	③ひき算の筆算
	52
	6
	・(3桁)－(3桁)で十の位が繰り下がる筆算
	(技)(知)(3桁)－(3桁)で十の位が繰り下がる筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	53
	7
	・(3桁)－(3桁)で百の位が繰り下がる筆算
	(考)(技)(3桁)－(3桁)で百の位が繰り下がる筆算の仕方を考えることができる。

	
	54
	8
	・(3桁)－(3桁)で十の位と百の位が繰り下がる筆算
	(考)(技)(3桁)－(3桁)で十の位と百の位が繰り下がる筆算の仕方を考えることができる。

	
	55
	9
	・(何百何)－(3桁)で繰り下がりが2桁に及ぶ筆算
	(考)(技)(何百何)－(3桁)で繰り下がりが2桁に及ぶ筆算の仕方を考えることができる。

	
	56
	10
	・練習
	

	④4けたの数の筆算
	57
	11
	・(4桁)±(4桁)の加減の筆算
	(考)桁数の少ない場合を基にして，(4桁)±(4桁)の筆算の仕方を考えることができる。

	たしかめ道場
	58
	12
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	●　買えますか？　買えませんか？

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明することができる。
・買えるか買えないかを判断しようとする。
・買えるか買えないかの理由を，根拠をあげて説明することができる。
・場面に応じて，買えるか買えないかを判断することができる。
・買えるか買えないかを判断する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：6月下旬
3学期制：6月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	59
	1
	・買えるか買えないかを判断し，その理由を根拠をあげて説明する。


	＊　ふく習・じゅんび運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	60～61
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：6月下旬
3学期制：6月下旬


	5　一億までの数

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)

(技)

(知)
	一億までの数のしくみ，よみ方，かき方を理解する。
10倍，100倍や10でわった数の位の変化を理解する。
・生活の中にある大きな数に関心を持ち，そのしくみを調べようとする。
・十進位取り記数法に基づいて，一億までの数のしくみを考えることができる。
・一億までの数について，よんだり，かいたり，大小を判断することができる。
・一億までの数のしくみ，よみ方，かき方を理解している。
	10時間
2学期制：6月下旬～7月中旬
3学期制：6月下旬～7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①万の位
	62～64
	1
	・サッカーの場面による学習の動機づけ
・一万をこえる数の表し方
【一万の位】
	(関)サッカーの観客数を通して大きな数の表し方に関心をもつ


	
	65
	2
	・千万の位までの数の表し方
【十万の位，百万の位，千万の位】
	(考)(知)十進位取り記数法に基づいて，千万の位までの数のしくみ，よみ方，かき方を理解している。

	
	66～67
	3
・
4
	・一億という数の理解
・一億までの数の系列・大小
【一億，数直線】
	(技)(知)一億までの数のしくみを理解し，系列，大小判断ができる。

	
	68
	5
	・10000を単位とした数の相対的な見方に基づく加減計算
	(考)10000を単位とした数の相対的な見方に基づいて大きな数の加減計算ができる。

	②10倍した数，10でわった数
	69～70
	6
・
7
	・10倍，100倍した数と位の変化
	(考)(知)10倍，100倍したときの位の変化の様子を考えることができる。

	
	71
	8
	・10でわった数と位の変化
	(考)(知)10でわったときの位の変化の様子を考えることができる。

	
	72
	9
	・練習
	

	たしかめ道場
	73
	10
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	6　たし算とひき算

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	簡単な(2桁)±(2桁)，100－(2桁)の暗算ができる。
・簡単な(2桁)±(2桁)，100－(2桁)の計算を暗算で行おうとする。
・(2桁)±(2桁)，100－(2桁)の暗算の仕方を考えることができる。
・(2桁)±(2桁)，100－(2桁)の計算が暗算でできる。
・(2桁)±(2桁)，100－(2桁)の暗算の仕方を理解している。
	4時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	74
	1

・
2
	・(2桁)＋(2桁)の暗算
	(技) (2桁)＋(2桁)の計算が暗算でできる。

	
	75
	3
・
4
	・(2桁)－(2桁)，100－(2桁)の暗算
	(技) (2桁)－(2桁)，100－(2桁)の計算が暗算でできる。


	●　算数の自由研究

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	路のつながり方に着目して，いろいろな迷路を構成することができる。
・迷路づくりに興味をもち，進んで取り組もうとする。
・路のつながり方に着目して，迷路が構成できるきまりを考えることができる。
・路のつながり方に着目して，適切な迷路をつくることができる。
・路をつないで迷路が構成できるきまりを理解している。　
	1時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	76～77
	1
	・路のつながり方に着目して，いろいろな迷路をつくる。


	＊　ふく習・じゅんび運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	78～79
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：7月下旬
3学期制：9月上旬


	7　時間と長さ

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	分と秒の関係について知り，必要な時刻や時間を求めること。

長さの単位kmについて知り，長さの計算ができる。
・進んで日常生活で必要な時刻や時間を求めようとする。
・進んで道のりの見当をつけたり，長さを巻き尺で測ろうとする。
・時，分，秒が60進法に基づいていることを使って，時間や時刻の求め方を考えることができる。
・長さの量感を身につけ，それを根拠にいろいろな長さを予想できる。
・ストップウオッチを使って時間を測定したり，時刻や時間の計算ができる。
・巻き尺を使って身の回りの長さを測定したり，簡単な長さの計算ができる。
・時間の単位 秒 を知り，分と秒の関係，時刻や時間の求め方を理解している。
・長さの単位kmを知り，長さを巻き尺でを測定する方法を理解している。
	9時間
2学期制：7月下旬～9月中旬
3学期制：9月上旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	80
	1
	・学校の回りの探検による時刻と時間，長さの学習への動機づけ
	(関)学校の回りの探検を通して，時刻と時間，長さに関心をもつ。

	①時こくと時間
	81
	
	・時刻や時間の求め方
	(考)(技)時間が60進法に基づいていることを使って，時刻や時間を求めることができる。

	
	82
	2
	・一定時間経過前後の時刻の求め方
	(考)(技)時間が60進法に基づいていることを使って，一定時間経過前後の時刻を求めることができる。

	
	83
	3
	・時間の単位 秒 の理解，1分＝60秒
【秒】
	(知)時間の単位 秒 について知り，分と秒の関係を理解している。

	②長さしらべ
	84
	4
	・長さの単位kmの理解，1km＝1000ｍ
【km，キロメートル】
	(関)長い長さの表し方に関心を持つ。
(知)長さの単位kmを知り，mとkmの関係を理解している。

	
	85
	5
	・長さの加減計算
	(技)簡単な長さの加減計算ができる。

	
	86
	6
	・巻尺の使い方
	(技)巻き尺を使って身の回りの長さを測定することができる。

	
	87
	7
	・10秒間に歩いた道のり，100mを歩いた時間の測定
	(考)(技) 10秒間に歩く道のりや100m歩く時間について妥当な予想ができる。

	
	88
	8
	・長さの見当づけと実測（長さの量感）
	(考)(技)身近な長さを予想できる量感を身につけている。

	たしかめ道場
	89～90
	9
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　じゅんび運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	91
	・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：9月中旬
3学期制：9月下旬


	8　あまりのあるわり算

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)

(技)
(知)
	・わり算の余りの意味を理解し，余りのあるわり算の計算ができる。
・余りのあるわり算の計算の仕方をかけ算との関連でとらえようとする。
・わり算の余りの意味と計算の仕方をかけ算を基にして考えることができる。
・余りのあるわり算ができ，かけ算を使って答えを確かめることができる。
・わり算の余りの意味と計算の仕方を理解している。
	7時間
2学期制：9月中旬～下旬
3学期制：9月下旬～10月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	92
	1
	・あめを分ける場面での余りのあるわり算への動機づけ
	(関)あめを分ける場面を通して，余りがあるわり算について考えようとする。

	①あまりのあるわり算のしかた
	93
	
	・余りのあるわり算の意味と計算の仕方
【あまり，わり切れる，わり切れない】
	(技)(知)わり算の余りの意味を理解し，正しく計算ができる。

	
	94～95
	2
・
3
	・除数と余りの大小関係
	(考)余りは除数よりも常に小さくなることを理解し，その理由を説明できる。

	
	96
	4
	・余りのあるわり算の答えの確かめ
	(技)(知)かけ算を使って，余りのあるわり算の確かめをすることができる。

	
	97
	5
	・練習
	

	②あまりを考えて
	98
	6
	・余りを処理する問題
	(考)(技)状況に応じて余りを切り上げるか切り捨てるかを判断することができる。

	たしかめ道場
	99
	7
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　何倍でしょう

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	オペレーター(変量)に着目し，何倍になるかを考えて，3要素2段階の問題を解決することができる。
・オペレーターに着目した考えを使って，問題を解決しようとする。
・オペレーターに着目する考えのよさに気づくことができる。
・オペレーターに着目して問題を解決することができる。
・a倍のb倍が(a×b)倍になることを理解している。
	2時間
2学期制：10月上旬
3学期制：10月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	100
	1
	・3要素2段階の問題を，順に考えたり，まとめて考えて解決すること
	(考) 順に考えたり，まとめて考えて問題を解決することができる。

	
	101
	2
	・オペーレーターに着目し，何倍になるかを考えて，3要素2段階の問題を解決すること
	(考) オペレーターに着目する考えのよさに気づき，何倍になるかを考えて問題を解決することができる。
(技)数量の関係を関係図に表すことができる。


	9　計算のじゅんじょ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	乗法の結合法則について理解する。
・乗法の結合法則を使って問題を解決しようとする。
・多くの数をかけるときの計算方法を考えることができる。
・乗法の結合法則を使って，問題を解決することができる。
・乗法の結合法則について理解している。
	1時間
2学期制：10月上旬
3学期制：10月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	102～103
	1
	・乗法の結合法則
	(考)(知)多くの数をかけるとき，どこから先に計算しても答えは同じになることを理解している。


	●　よみとる算数(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：10月上旬
3学期制：10月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	104～105
	1
	・公園の地図づくりの場面で，適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由を説明したりすることができる。


	◎　間の数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	順序数と集合数の混じった問題を図などに表して解くことができる。
・順序数と集合数の混じった事象に興味をもち，進んで取り組もうとする。
・順序数と集合数を選別し，的確にそれらの関係をとらえることができる。
・順序数と集合数の混じった事象を図などに表して解決することができる。
・順序数と集合数の混じった事象を図などに表す仕方を理解している。
	1時間
2学期制：10月中旬
3学期制：10月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	106
	1
	・順序数と集合数の混じった問題
・植木算の問題
	(考) 順序数と集合数の違いを理解し，問題を解決することができる。
(技)数量の関係を図などに表すことができる。


	★　算数のまど

	ページ
	学習内容
	指導時数

	107～137
	・各単元の補充・発展問題など
	時間配当なし


※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
下巻
	10　三角形

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)

(技)
(知)
	・二等辺三角形，正三角形について理解し，それらをかくことができる。
・二等辺三角形や正三角形に関心をもち，それらの性質を調べようとする。
・いろいろな三角形から二等辺三角形や正三角形を弁別することができる。
・コンパスを使って，二等辺三角形や正三角形を作図することができる。
・二等辺三角形や正三角形の定義・性質について理解している。
	7時間
2学期制：10月中旬～下旬
3学期制：10月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①二等辺三角形と正三角形
	2～4
	1
	・ストローやひごでつくった三角形の分類による三角形の学習への動機づけ
【二等辺三角形，正三角形】
	(関)三角形を辺の長さに目をつけて分類しようとする。

	
	5
	2
	・コンパスを使った二等辺三角形，正三角形のかき方
	(考)(技)二等辺三角形の性質を使って，かき方を考えることができる。

	
	6
	3
	・円や色紙を使った三角形づくり
	(考)円の中にかいた三角形が二等辺三角形であることを，性質を根拠に説明することができる。

	②角
	7
	4
	・角についての理解，角の大きさ比べ
【角】
	(技)(知)角について理解し，角の大小を判断することができる。

	
	8～9
	5
	・二等辺三角形と正三角形の角
	(知)二等辺三角形と正三角形の角についての性質を理解している。

	
	10～11
	6
	・二等辺三角形や正三角形による敷き詰め
	(技)二等辺三角形や正三角形を敷き詰め，いろいろな形を見出すことができる。

	たしかめ道場
	12
	7
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	11　1けたをかけるかけ算の筆算

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	(2,3桁)×(1桁)の筆算の仕方を理解し，計算ができる。
・(2,3桁)×(1桁)の筆算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。
・十進位取り記数法を基にして，(2,3桁)×(1桁)の筆算の仕方を考えることができる。
・(2,3桁)×(1桁)の筆算ができる。また，簡単な(2桁)×(1桁)の暗算ができる。
・(2,3桁)×(1桁)の筆算の仕方を理解している。
	13時間
2学期制：10月下旬～11月中旬
3学期制：10月下旬～11月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①何十・何百のかけ算
	13～14
	1
	・買い物の場面による(2,3桁)×(1桁)の計算の学習への動機づけ
	(関)買い物場面を通して，何十や何百に1桁の数をかける計算に関心を持つ。
(技)10や100を単位とした数の相対的な見方で，(何十,何百)×(1桁)の計算ができる。


	②(2けた)×(1けた)の筆算
	15
	2
	・(2桁)×(1桁)の計算を位毎に分けて考えること
	(考)(2桁)×(1桁)の計算を位毎に分けて考えることができる。

	
	16～17
	3
・
4
	・(2桁)×(1桁)の筆算（積が100未満）
	(技)(2桁)×(1桁)の筆算(積が100未満)の仕方を理解し，繰り上がりに気をつけて計算ができる。

	
	18～19
	5
・
6
	・(2桁)×(1桁)の筆算（積が100以上）
	(技)(2桁)×(1桁)の筆算(積が100以上)の仕方を理解し，繰り上がりに気をつけて計算ができる。

	
	20
	7
	・練習
	

	③(3けた)×(1けた)の筆算
	21～22
	8
・
9
	・(3桁)×(1桁)の筆算
	(技) (3桁)×(1桁)の筆算の仕方を理解し，繰り上がりに気をつけて計算ができる。

	
	23
	10
	・(3桁)×(1桁)の筆算（十の位が空位）
	(技) (3桁)×(1桁)の筆算(十の位が空位)の仕方を理解し，計算ができる。

	
	24
	11
	・練習
	

	④暗算
	25
	12
	・簡単な(2桁)×(1桁)の暗算
	(技)簡単な(2桁)×(1桁)の計算が暗算でできる。

	たしかめ道場
	26
	13
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	27
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：11月下旬
3学期制：11月下旬


	12　重　さ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	重さの普遍単位g，kgについて理解し，測定することができる。
・物の重さに関心をもち，身近な物の重さを測定しようとする。
・重さの量感に基づいて，身近な物の重さを予想することができる。
・目的に応じて計器を選び，身近な物の重さが測定できる。
・1kgの重さの量感を身につけている。また，g，kg，tの単位間の関係を理解している。
	8時間
2学期制：11月下旬～12月上旬
3学期制：11月下旬～12月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	28～29
	1
	・天秤を使った重さの間接比較，1円玉(任意単位)を使った測定による重さへの動機づけ
	(関)天秤を使って重さの間接比較をしたり，1円玉を使って重さを測定しようとする。

	
	30～31
	2
・
3
	・重さの普遍単位g，kgの理解と測定
【g，グラム，kg，キログラム】
	(技)(知)重さの普遍単位g，kgを理解し，測定することができる。

	
	32
	4
	・1kgの量感の感得
	(知)1kgの量感を身につけている。

	
	33
	5
	・物の重さの予想と計器の選択
	(考)(技)物の重さの見当をつけ，適切に計器を選んで測定することができる。

	
	34～35
	6
	・重さの加減計算
	(技)重さのの加減計算ができる。

	
	36～37
	7
	・重さの普遍単位g，kg，tの間の関係
【t，トン】
	(知)重さの普遍単位tを知り，g，kg，tの単位間の関係を理解している。

	たしかめ道場
	38
	8
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	13　分　数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	単位の大きさに満たない端数部分などを表すのに分数を用いることを知り，分数の意味や表し方，加減計算の仕方を理解する。
・端数部分などの表し方を，具体的な操作を通していろいろ考えようとする。
・分数の意味に基づいて分数の大小や加減計算の仕方を考えることができる。
・分数を使って端数部分などを表すことができる。また，簡単な同分母分数の加減計算ができる。
・分数を使った端数部分などの表し方を理解している。
	10時間
2学期制：12月上旬～中旬
3学期制：12月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	39～40
	1
	・端数部分の表し方による分数の学習への動機づけ
【 [image: image6.png]


 ，2分の1，[image: image8.png]


 ，3分の1】
	(関)端数部分を表すのに分数を用いようとする。
(知)はしたの量を表すのに分数を用いることを理解している。

	
	41
	2
	・端数部分の表し方（単位分数のいくつ分）
【 [image: image10.png]


 ，3分の2，分数，分母，分子】
	(考)(技)単位分数以外の分数は，単位分数のいくつ分で表せることに気づく。
(知)分母，分子の用語を知っている。

	
	42
	3
	・液量の分数表示，10等分した大きさ
【　[image: image12.png]


　】
	(知)液量も分数で表せることを理解している。

	
	43
	4
	・数としての分数，
 ＝1
	(知)分数は数の仲間であるとを理解している。
(考)分母と分子が同じ分数は1に等しいことを分数の意味に基づいて考えることができる。

	
	44
	5
	・分数を数直線上に表すこと
	(技)分数を数直線上に表すことができる。

	
	45
	6
	・同分母分数の大小
【等号，不等号】
	(考)(技)分数の意味に基づいて，分数の大小を判断することができる。

	
	46
	7
	・同分母分数の加減計算
	(考)(技)分数の意味に基づいて，分数の加減計算の仕方を考えることができる。

	
	47
	8
	・「分数ものさし」づくり
	(関)(技)床の木目などを使って，分数目盛りのものさしをつくり，いろいろな長さを測ることができる。

	
	48～49
	9
	・練習
	

	たしかめ道場
	50
	10
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　べつべつに，いっしょに

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	加減と乗法の混じった問題について，まとまりを考えて解決することができる。
・加減と乗法の混じった問題に進んで取り組もうとする。
・加減と乗法の混じった問題で，まとめてかける方法のよさを気づくことができる。
・加減と乗法の混じった問題について，まとまりを考えて解くことができる。
・加減と乗法の混じった計算では，別々に考えても，組にして考えても答えは同じになることを理解している。
	3時間
2学期制：1月中旬
3学期制：1月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	51
	1
	・加法と乗法の混じった問題を，別々に考えたり，まとまりを考えて解決すること
	(考) 加法と乗法の混じった問題を，別々に考えたり，まとまりを考えて解決することができる。

	
	52～53
	2

・

3
	・加減と乗法の混じった問題を，まとまりを考えて解決すること
	(考) 加減と乗法の混じった問題を，まとまりを考えて解決することができる。


	14　計算のきまり

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	分配法則について理解し，正しく計算ができる。
・分配法則に関心を持ち，進んで計算しようとする。
・分配法則を理解し，そのことを説明することができる。
・分配法則を理解し，正しく計算することができる。
・分配法則の意味と計算の順序について理解している。
	1時間
2学期制：1月中旬
3学期制：1月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	54～55
	1
	・分配法則a×c＋b×c＝(a＋b)×c
	(技)(知)分配法則について理解し，正しく計算ができる。


	＊　ふく習・じゅんび運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	56～57
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：1月中旬
3学期制：1月中旬


	15　表とグラフ

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	資料を分類・整理し，目的に応じて観点をきめ，表にまとめることができる。
棒グラフについて理解し，よんだりかいたりできる。
・身近な事象について，目的に応じて表にまとめたり，よんだりしようとする。
・落ちや重なりがないように，資料を分類・整理する方法を考えることができる。
・資料を分類・整理して表にまとめ，棒グラフに表すことができる。
・資料を分類・整理して表にまとめたり，棒グラフに表す方法を理解している。
	8時間
2学期制：1月中旬～2月上旬
3学期制：1月中旬～2月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	58
	1
	・スポーツ調べによる表や棒グラフの学習への動機づけ
	(関)スポーツ調べを通して，資料を手際よく分類・整理する方法を考えようとする。

	①表づくり
	59
	
	・資料を分類・整理して表にまとめること（正の字を使った方法）
	(考)資料を落ちや重なりがないように分類・整理する方法を考えることができる。

	②ぼうグラフ
	60～61
	2
・
3
	・棒グラフの見方，よみ方
【ぼうグラフ】
	(技)(知)棒グラフについて見方・よみ方を理解する。

	
	62～64
	4
・
5
	・棒グラフのかき方
	(技)(知)棒グラフのかき方を理解し，実際にかくことができる。

	③くふうした表
	65
	6
	・簡単な2次元の表
	(考)同一項目の場合は，1つの表にまとめると便利であることに気づく。

	
	66
	7
	・2つの棒グラフの比較
	(考)2つの棒グラフを見て，特徴をよみとり，それを説明することができる。

	たしかめ道場
	67
	8
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	16　小　数

	目    標
	指導時数・時期

	○
○

(関)
(考)
(技)
(知)
	端数部分の表し方として小数があることを知り，その意味や表し方を理解する。
[image: image16.png]


 の位までの小数の加減計算ができる。
・分数とは別の端数部分の表し方について関心を持つ。
・小数の大小・系列，加減計算を小数の意味に基づいて考えることができる。
・1/10の位までの小数の加減計算ができる。
・小数の大小・系列，加減計算の仕方を理解している。
	8時間
2学期制：2月上旬～中旬
3学期制：2月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	68
	1
・
2
	・[image: image18.png]


 による端数部分の表し方による小数の学習への動機づけ
	(関)[image: image20.png]


 による端数部分の表し方の別の表し方に関心をもつ。

	①はしたの大きさと小数
	69～70
	
	・小数の表し方，小数表記と複名数表記
【0.1，小数，小数点，[image: image22.png]


 の位，整数】
	(知)小数について理解し，よんだり，かいたりすることができる。

	②小数の大きさ
	71
	3
	・小数の構成，数直線上への表記，大小・系列
	(知)小数の構成を理解し，数直線上に表したり，大小比較ができる。

	
	72
	4
	・数直線上での小数と分数の関係
	(考)数直線を使って，小数と分母が10の分数の関係を考えることができる。

	③小数のたし算・ひき算
	73
	5
	・0.1のいくつ分という見方による加減計算
	(技)0.1のいくつ分という見方で，簡単な小数の加減計算が暗算でできる。

	
	74
	6
	・[image: image24.png]


 の位までの小数の加減の筆算
	(技)(知)[image: image26.png]


 の位までの小数の加減の筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	75
	7
	・練習
	

	たしかめ道場
	76
	8
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習・じゅんび運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	77
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：2月中旬
3学期制：2月中旬

	17　2けたをかけるかけ算の筆算

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	(2,3桁)×(2桁)の筆算の仕方を理解し，計算ができる。
・(2,3桁)×(2桁)の筆算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。
・十進位取り記数法を基にして，(2,3桁)×(2桁)の筆算の仕方を考えることができる。
・(2,3桁)×(2桁)の筆算ができる。
・(2,3桁)×(2桁)の筆算の仕方を理解している。
	6時間
2学期制：2月中旬～下旬
3学期制：2月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	78
	1
	・1桁をかける計算を基にした，何十をかける計算への動機づけ
	(関)みかん3個の値段と30個の値段を比べることから，何十をかける計算の仕方を考えようとする。

	①何十をかけるかけ算
	79
	
	・(2桁)×(何十)の計算の仕方を考えること
	(考)30個の値段は3個の値段の10倍であることを基に，何十をかける計算の仕方を考えることができる。

	②(2けた)×(2けた)の筆算
	80～81
	2

・

3
	・(2桁)×(2桁)の筆算
	(考)(技)(2桁)×(1桁)を基にして，(2桁)×(2桁)の筆算の仕方を考え，答えを求めることができる。

	③(3けた)×(2けた)の筆算
	82
	4
	・(3桁)×(2桁)の筆算
	(考)(技)(2桁)×(1桁)を基にして，(2桁)×(2桁)の筆算の仕方を考え，答えを求めることができる。

	
	83
	5
	・練習
	

	たしかめ道場
	84～85
	6
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	●　よみとる算数(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：2月下旬
3学期制：2月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	86～87
	1
	・リサイクル活動の場面で，適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由を説明したりすることができる。


	◎　かくれた数はいくつ(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	3要素2段階の順思考と逆思考の複合問題を解決することができる。
・筋道立てて考えるよさに気づき，進んで取り組もうとする。
・数量の関係を適切にとらえ，筋道立てて考えることができる。
・順思考と逆思考の複合問題を線分図などに表して，解決することができる。
・順思考と逆思考の複合問題の解き方を理解している。
	2時間
2学期制：2月下旬～3月上旬
3学期制：2月下旬～3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	88～89
	1
・

2
	・3要素2段階の順思考と逆思考の複合問題
	(考)数量の関係を適切にとらえ，筋道立てて問題を解決することができる。

(技)数量の関係を線分図などに表すことができる。


	18　□を使った式

	目    標
	指導時数・時期

	○

(関)
(考)
(技)

(知)
	未知の値を含む数量を□を使った式に表し，□にあてはまる数を求めることができる。
・□を使った式の□にあてはまる数の求め方を考えようとする。
・□を使った式の□にあてはまる数の求め方を考えることができる。
・未知の値を含む数量を□を使った式に表したり，□にあてはまる数を求めたりすることができる。
・□を使った式の表し方や□にあてはまる数の求め方を理解している。
	3時間
2学期制：3月上旬
3学期制：3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	90
	1
	・袋にはいっているあめの個数を□として式に表すことによる□を使った式の学習への動機づけ
	(関)袋にはいっているあめの数を□とおいて式に表そうとする。

	
	91
	
	・□を使った式の□にあてはまる数を求めること（加法，減法）
	(考)(技)未知の数を□として，たし算やひき算の式に表し，□にあてはまる数を求めることができる。

	
	92～93
	2

・

3
	・□を使った式の□にあてはまる数を求めること（乗法，除法）
	(考)(技)未知の数を□として，かけ算やわり算の式に表し，□にあてはまる数を求めることができる。


	19　そろばん

	目    標
	指導時数・時期

	○

○
(関)
(考)
(技)
(知)
	算盤の構造，部分の名称などを知り，算盤を正しく使用できる。
算盤による加減計算の仕方を理解し，珠算の基本的な技能を身につける。
・そろばんによる簡単な加法や減法の仕方を進んで身につけようとする。
・繰り上がり・繰り下がりを伴う珠の動かし方を考えることができる。
・そろばんを使って簡単な加法，減法の計算ができる。
・そろばんによる簡単な加法，減法の計算の仕方を理解している。
	3時間
2学期制：3月上旬～中旬
3学期制：3月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	94
	1
	・そろばんの仕組み，数の入れ方(おき方)とはらい方
	(知)そろばんの仕組みや名称を知り，数の入れ方を理解する。

	
	95
	
	・6＋2，3＋6，4－3，8－6の珠の動かし方
	(技) 6＋2，3＋6，4－3，8－6がそろばんを使って計算できる。

	
	96
	2
	・4＋1，4＋2，5－1，6－2の珠の動かし方
	(技) 4＋1，4＋2，5－1，6－2がそろばんを使って計算できる。

	
	97
	
	・9＋3，7＋6，11－3，13－7の珠の動かし方
	(技) 9＋3，7＋6，11－3，13－7がそろばんを使って計算できる。

	
	98
	3
	・大きな数や小数の計算
	(技) そろばんを使って大きな数や小数の計算ができる。


	＊　もうすぐ4年生（3年のふく習）

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	99～102
	・3年生の既習事項の確認と持続
	2時間
2学期制：3月中旬
3学期制：3月中旬


	★　算数のまど

	ページ
	学習内容
	指導時数

	103～128
	・各単元の補充・発展問題など
	時間配当なし


※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
第4学年　単元別学習内容一覧

上巻
	1　角とその大きさ

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)

(技)

(知)
	角の大きさを回転の大きさとしてとらえることができる。

角の大きさを測定したり，目的の大きさの角を作図することができる。
・角の大きさに関心をもち，身近にある図形の角度を進んで測ろうとする。
・角の大きさを回転の大きさととらえ，その測り方を説明することができる。
・角度を測ったり，目的の大きさの角をかくことができる。
・角度の単位を知り，その測り方を理解している。
	9時間
2学期制：4月上旬～中旬
3学期制：4月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	6～7
	1
	・おうぎ形づくりによる，角(回転角)の学習への動機づけ
	(関)おうぎ形づくりを通して，回転角に関心をもち，角について調べようとする。

	①角のはかり方とかき方
	8～9
	2
	・角度の普遍単位 °とその測定
【 °，度】
	(知)角度の普遍単位 °と分度器のしくみを理解する。
(技)分度器を使って角度の測定ができる。

	
	10～11
	3
・
4
	・半回転，一回転の角
・180°をこえる角度の測定，角度の量感
	(知)半回転や一回転の角の大きさについて理解し，角度の量感を感得する。
(考)180°をこえる角の大きさの測り方を考えることができる。

	
	12
	5
	・角のかき方
	(技)目的の大きさの角をかくことができる。

	
	13
	6
	・かたむき分度器づくり
	(関)(技)かたむき分度器をつくって，いろいろなところの角度を測ろうとする。

	②三角形の角
	14
	7
	・正三角形や二等辺三角形の角の考察
	(知)正三角形や二等辺三角形の角の大きさについて理解している。

	③三角じょうぎの角
	15
	8
	・三角定規の角と簡単な角度の加減計算
	(知)三角定規の角について知る。
(技)簡単な角度の加減計算ができる。

	たしかめ道場
	16～18
	9
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習・じゅんび運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	19
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：4月中旬
3学期制：4月中旬


	2　1けたでわるわり算の筆算

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)
(技)

(知)
	(2,3桁)÷(1桁)のわり算の筆算の仕方を理解し，計算ができる。
簡単な(2桁)÷(1桁)の計算が暗算でできる。
・操作活動を通して，(2,3桁)÷(1桁)の筆算の仕方を考えようとする。
・操作活動と既習の計算を関連づけながら，筆算の仕方を考えることができる。
・(2,3桁)÷(1桁)の筆算，および答えの確かめができる。
・(2,3桁)÷(1桁)の筆算の仕方，および答えの確かめ方を理解している。
	11時間
2学期制：4月下旬～5月中旬
3学期制：4月下旬～5月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	20
	1
	・色紙を分ける操作によるわり算の学習の動機づけ
	(関)色紙を分ける操作を通して，わり算の学習に関心をもつ。

	①答えが何十・何百になる計算
	21
	
	・10や100の個数に着目したわり算
	(考)(技)10や100の個数に着目して，(何十)÷(1桁)や(何百)÷(1桁)の計算ができる。

	②(2けた)÷(1けた)の筆算
	22
	2
	・色紙を等分する具体的操作
	(技)具体的操作を通して，(2桁)÷(1桁)のわり算の答えを求めることができる。

	
	23
	3
	・(2桁)÷(1桁)で商が2桁になる筆算(余りなし)
【商】
	(技)(知)(2桁)÷(1桁)で商が2桁になる筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	24～25
	4
・
5
	・(2桁)÷(1桁)で商が2桁になる筆算(余りあり)
・答えの確かめと確かめの式(わる数)×(商)＋(余り)＝(わられる数)
	(技)(知) (2桁)÷(1桁)で商が2桁になる筆算の仕方を理解し，計算ができる。
(考)(技)被除数，除数，商，余りの関係を理解し，答えを確かめることができる。

	
	26
	6
	・練習
	

	③(3けた)÷(1けた)の筆算
	27
	7
	・(3桁)÷(1桁)で商が3桁になる筆算
	(考)(技)桁数の少ない場合を基に，(3桁)÷(1桁)で商が3桁になる筆算の仕方を考えることができる。

	
	28
	8
	・(3桁)÷(1桁)で商が2桁になる筆算
	(考)はじめの位に商が立たない場合の筆算の仕方を考えることができる。

	
	29
	9
	・練習
	

	④暗算
	30
	10
	・(2桁)÷(1桁)の暗算
	(技)(2桁)÷(1桁)の計算が暗算でできる。

	たしかめ道場
	31
	11
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	●　みんなで話しあいましょう

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	かけ算の筆算の工夫の仕方を考え，話し合いを通して，友だちに伝えたり，友だちの考えを理解する。
・話し合い活動に関心をもち，参加しようとする。
・話し合いで大切なことを考えることができる。
・自分の考えを説明したり，相手に質問したり意見を述べたりすることができる。
・話し合いのねらいや進め方を理解している。
	1時間
2学期制：5月中旬
3学期制：5月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	32～33
	1
	・かけ算の筆算の工夫の仕方を考え，みんなで話し合い，まとめる。


	◎　何倍でしょう

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	オペレーター(変量)に着目し，何倍になるかを考えて，3要素2段階の逆思考の問題を解決することができる。
・オペレーターに着目した考えを使って，問題を解決しようとする。
・オペレーターに着目する考えのよさに気づくことができる。
・オペレーターに着目して問題を解決することができる。
・a倍のb倍が(a×b)倍になることを理解している。
	2時間
2学期制：5月中旬
3学期制：5月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	34
	1
	・3要素2段階の逆思考の問題を，順に戻したり，まとめて考えて解決すること
	(考) 順に戻したり，まとめて考えて問題を解決することができる。

	
	35
	2
	・オペレーターに着目し，何倍になるかを考えて，3要素2段階の逆思考の問題を解決すること
	(考) オペレーターに着目する考えのよさに気づき，何倍になるかを考えて問題を解決することができる。
(技)数量の関係を関係図に表すことができる。


	＊　ふく習・じゅんび運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	36～37
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：5月下旬
3学期制：5月下旬


	3　一億をこえる数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)

(知)
	一億をこえる数のしくみや表し方について理解する。
・一億をこえる数のしくみを既習の数と関連づけて調べようとする。
・一億をこえる数のしくみを十進位取り記数法に基づいて考えることができる。
・一億をこえる数をよんだり，かいたりすることができる。
・億や兆の単位と数が十進位取り記数法に基づいていることを理解している。
	8時間
2学期制：5月下旬～6月上旬
3学期制：5月下旬～6月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①億と兆
	38～40
	1
	・世界の人口による，一億をこえる大きな数への動機づけ
・一億をこえる数のしくみ
	(関)世界の人口を通して，一億をこえる数について関心をもつ。
(知)一億をこえる数のしくみについて理解している。

	
	41
	2
	・一兆をこえる数のしくみ
【一兆】
	(知)一兆をこえる数のしくみについて理解している。

	
	42
	3
	・大きな数の構成
	(知)大きな数の加法的・乗法的構成について理解している。

	
	43
	4
	・10倍したり，10でわったりした数と位の関係
	(技)10倍したり，10でわったりしたときの位の変化について理解している。

	②大きな数のかけ算
	44
	5
	・(3桁)×(3桁)の筆算
【積】
	(考)(技)桁数の少ない場合に基づいて，(3桁)×(3桁)の筆算の仕方を考えることができる。

	
	45
	6
	・相対的な見方による大きな数のかけ算
・末尾に0のあるかけ算の筆算
	(考)(技)100×100＝一万，一万×一万＝一億の関係を使って計算したり，末尾に0のあるかけ算を筆算で工夫してできる。

	
	46
	7
	・練習
	

	たしかめ道場
	47
	8
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	4　式と計算の順じょ

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)
(技)

(知)
	(  )を含む式や四則混合式について計算の順序を知り，計算のきまりを理解する。
式を見て具体的場面を想起したり，問題をつくることができる。
・四則計算に関する計算のきまりに関心を持ち，これを用いて計算しようとする。
・計算のきまりを用いて，効率的な計算方法を考えることができる。
・計算のきまりを用いて，工夫して計算することができる。
・(　)の使い方や乗除先行をはじめ，分配法則等の計算のきまりを理解している。
	9時間
2学期制：6月上旬～中旬
3学期制：6月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	48
	1
	・総合式と分解式の比較による式に関する学習への動機づけ
	(関)おつりを求める式を考えることを通して，式のきまりに関心をもつ。

	①式とその計算の順じょ
	49
	
	・(　)を使って式に表すこと
	(知)(　)の使い方と計算の順序についてのきまりを知り，(　)を使った式に表すことができる。

	
	50～51
	2
・
3
	・四則混合式の計算の順序ときまりのまとめ
	(技)(知)(　)の使い方や乗除先行など計算の順序に関するきまりを理解し，正しく計算ができる。

	②計算のきまり
	52～53
	4
	・分配法則など計算のきまりのまとめ
	(知)分配法則などの計算法則を知り，それを確かめることができる。

	
	54～55
	5
	・計算のきまりを使った計算の工夫
	(考)(技)計算のきまりを使って，複雑な計算の答えを工夫して求め，それを説明することができる。

	③計算の間の関係
	56
	6
	・乗法と除法，加法と減法の相互関係
	(考)(知)乗法と除法，加法と減法の相互関係を理解し，□にあてはまる数を逆算で求める方法を知る。

	④式のよみ方
	57
	7
	・式から具体的な場面をよみとること
	(考)(技)式を見て，具体的な場面を想起したり，どのように考えたかを説明することができる。

	
	58
	8
	・練習
	

	たしかめ道場
	59
	9
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	5　折れ線グラフ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)

(知)
	折れ線グラフのよみ方やかき方を理解する。
・折れ線グラフにの特徴をとらえ，変化の様子をよみとろうとする。
・折れ線グラフをよんだり，かいたりすることができる。
・表にまとめられた数値などをよみとり，折れ線グラフにかくことができる。
・折れ線グラフから変化の特徴をよみとる仕方を理解している。
	6時間
2学期制：6月下旬
3学期制：6月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	60
	1
	・1日の気温変化の考察による折れ線グラフの学習への動機づけ
	(関)1日の気温の変化の考察を通して，進んで変化の様子を調べようとする。

	①変わり方を表すグラフ
	61
	
	・折れ線グラフのよみと変化の様子のとらえ方
【折れ線グラフ】
	(技)(知)折れ線グラフを見て，変化の様子をよみとることができる。
(技)線の傾きから変化の増減をとらえることができる。

	
	62
	2
	・線の傾き具合と変化の大小
	(考)(技)線の傾き具合から変化の大きさをよみとることができる。

	
	63
	3
	・同じ方眼に表された2つの折れ線グラフ
	(考)同じ方眼に表された2つの折れ線グラフを見て，それぞれの特徴をよみとり，それを説明することができる。

	②折れ線グラフのかき方
	64～65
	4
	・折れ線グラフのかき方
	(技)折れ線グラフのかき方を理解し，実際にかくことができる。

	
	66～67
	5
	・縮尺の変更と波線の使い方
	(考)(知)変化が小さい場合，目盛りの縮尺を変え，波線を使ってわかりやすくグラフをかき直せることを理解している。

	たしかめ道場
	68
	6
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習・じゅんび運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	69
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：6月下旬
3学期制：6月下旬


	6　小　数

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)
(技)

(知)
	0.1に満たない端数部分の表し方を知り，小数の表し方を理解する。
[image: image28.png]


　の位までの小数の加減計算ができる。
・小数に関心をもち，小数のしくみや数の構成をとらえようとする。。
・小数を整数と同様に十進位取り記数法の原理に基づいて考えることができる。
・小数を数直線に表したり，10倍した数，10でわった数を手際よく求めたりすることができる。
・小数の位について知り，隣の位との間には10倍，[image: image30.png]


　の関係があることを理解している。
	8時間
2学期制：7月上旬～中旬
3学期制：7月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	70
	1
	・0.1に満たない端数部分の表し方による小数の学習への動機づけ
	(関)0.1に満たない端数部分の表し方について考えようとする。

	①小数の表し方
	71
	
	・[image: image32.png]


　の位までの小数の表し方
	(考)(知)0.1に満たない端数部分を，0.1を10等分した新しい単位を用いて表す仕方を考えることができる。

	
	72
	2
	・[image: image34.png]


　の位の小数の表し方
	(考)(知)0.01に満たない端数部分を0.01を10等分した新しい単位を用いて表す仕方を考えることができる。

	②小数のしくみ
	73
	3
	・1，0.1，0.01，0.001の相互の関係
	(知)1，0.1，0.01，0.001は，それぞれ隣同士が10倍，[image: image36.png]


　の関係になっていることを理解している。

	
	74
	4
	・小数の加法的・乗法的構成
【[image: image38.png]


　の位，[image: image40.png]


　の位，小数第１位，
小数第２位，小数第３位】
	(知)小数の位の名称を知り，小数の加法的・乗法的構成について理解している。

	
	75
	5
	・10倍，10でわったときの位の変わり方
	(知)小数を10倍したり，10でわったりしときの位の変わり方について理解している。

	③小数のたし算・ひき算
	76～77
	6
・
7
	・[image: image42.png]


　の位までの小数の加減計算
	(技) [image: image44.png]


　の位までの小数の加減計算ができる。

	たしかめ道場
	78
	8
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	79
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬


	●　算数の自由研究

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	輪を2つ以上つないで切ったときにできる形を調べることができる。
・不思議な輪に興味をもち，進んで取り組もうとする。
・輪のつなぎ方に着目して，切ったときにできる形を予想することができる。
・輪のつなぎ方を変えて，いろんな形をつくることができる。
・不思議な輪のつくり方を理解している。　
	1時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	80～81
	1
	・輪を2つ以上つないで切ったときにできる形を調べる。


	7　面　積

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)

(考)
(技)
(知)
	面積の概念について理解し，面積の普遍単位cm2，m2，km2，a，haを知る。
長方形，正方形の面積の公式を知り，面積を求めることができる。
・面積について関心をもち，長方形，正方形の面積を求めようとする。
・単位正方形の個数に着目して，長方形や正方形の面積の公式を考えることができる。
・長方形や正方形の面積の公式を用いて，いろいろな図形の面積を求めることができる。
・長方形や正方形の面積の求め方知り，面積の公式を理解している。
	10時間
2学期制：7月中旬～9月上旬
3学期制：9月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	82～83
	1
	・花壇の広さ比べによる面積の学習への動機づけ
	(関)花壇の広さの比べ方をいろいろ考えようとする。

	①面積
	84～85
	2
	・面積の普遍単位cm2
【面積，cm2，平方センチメートル】
	(技)(知)面積の普遍単位cm2を知り，面積を求めることができる。

	
	86～87
	3
	・長方形，正方形の面積の公式とその利用
	(考)(知)面積は単位正方形の個数で表すことを知り，長方形や正方形の面積の公式を理解することができる。

	
	88～89
	4

・

5
	・面積の普遍単位m2
【ｍ2，平方メートル】
	(技)(知)面積の普遍単位m2を知り，面積を求めることができる。

	
	90
	6
	・1m2の面積づくりと面積探し（量感）
	(技)(知)1m2の面積づくりを通して，量感を感得している。

	②面積の求め方のくふう
	91
	7
	・L字型の図形の面積のいろいろな求め方
	(考)(技)L字型の図形の面積をいろいろに考えて求め，それを説明することができる。

	③大きな面積
	92
	8
	・面積の普遍単位km2の理解
【㎞2，平方キロメートル】
	(技)(知)面積の普遍単位m2を知り，面積を求めることができる。

	
	93
	9
	・面積の普遍単位a，haと面積の単位間の関係

【a，アール，ha，ヘクタール】
	(技)(知) 面積の普遍単位a，haを知り，面積を求めることができる。

(知)面積の単位間の関係を理解している。

	たしかめ道場
	94～95
	10
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習・じゅんび運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	96
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：9月中旬
3学期制：9月下旬


	8　2けたでわるわり算の筆算

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)

(知)
	2桁でわるわり算の筆算の仕方を理解し，計算ができる。
・操作活動を通して，2桁でわるわり算の仕方を考えようとする。
・既習の計算を基にして，2桁でわるわり算の筆算の仕方を考えることができる。
・2桁でわるわり算の筆算をすることができる。
・2桁でわるわり算の筆算の仕方を理解している。
	11時間
2学期制：9月中旬～10月上旬
3学期制：9月下旬～10月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①何十でわるわり算
	97～98
	1
	・あめが買える個数を考えることによる2桁でわるわり算の学習の動機づけ
・10の個数に着目した(何十)÷(何十)のわり算
	(関)あめが買える個数を考えることを通して，わり算の学習に関心をもつ。

(考)(技)10の個数に着目して，(何十)÷(何十)のわり算ができる。

	
	99
	2
	・10の個数に着目した，(何百何十)÷(何十)，(何百)÷(何十)のわり算
	(技)10の個数に着目して，(何百何十)÷(何十)や(何百)÷(何十)の計算ができる。

	②商が1けたになる筆算
	100～101
	3
	・(2桁)÷(2桁)の筆算
	(技)(知) (2桁)÷(2桁)の筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	102
	4
	・(3桁)÷(2桁)の筆算（仮商の修正なし）
	(技)(知)(3桁)÷(2桁)の筆算(仮商の修正なし)の仕方を理解し，計算ができる。

	
	103
	5
	・(3桁)÷(2桁)の筆算（仮商の修正あり）
	(技)(知) (3桁)÷(2桁)の筆算で，仮商の修正の仕方を理解し，正しく商を求めることができる。

	③商が2けた，3けたになるわり算
	104～105
	6

・

7
	・(3桁)÷(2桁)や(4桁)÷(2桁)の筆算
	(考)(技)桁数の少ない場合を基に，(3桁)÷(2桁)や(4桁)÷(2桁)の筆算の仕方を考えることができる。

	
	106
	8
	・練習
	

	④わり算のせいしつ
	107
	9
	・わり算の性質(被除数と除数の両方に同じ数を乗除しても商は変わらないこと)の理解
	(知) わり算では，被除数と除数の両方に同じ数を乗除しても商は変わらないことを理解している。

	
	108
	10
	・わり算の性質を使った計算の工夫
	(考)(技)わり算の性質を使って，計算の工夫ができる。

	たしかめ道場
	109
	11
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	●　よみとる算数(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：10月上旬
3学期制：10月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	110～111
	1
	・水の節約に関する資料から適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由を説明したりすることができる。


	9　そろばん

	目    標
	指導時数・時期

	○

(関)
(考)
(技)
(知)
	そろばんでの小数や大きな数の加減計算の仕方を理解し，基本的技能を身につける。

・そろばんによる小数や大きな数の加法や減法の仕方を進んで身につけようとする。
・繰り上がり・繰り下がりを伴う珠の動かし方を考えることができる。
・そろばんを使って，小数や大きな数の加法，減法の計算ができる。
・そろばんによる小数や大きな数の加法，減法の計算の仕方を理解している。
	1時間
2学期制：10月上旬
3学期制：10月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	112～113
	
	・そろばんを使った小数や大きな数の計算
	(技) そろばんを使って小数や大きな数の計算ができる。


	＊　ふく習

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	114
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：10月上旬
3学期制：10月中旬


	★　算数のまど

	ページ
	学習内容
	指導時数

	115～139
	・各単元の補充・発展問題など
	時間配当なし


※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
下巻
	10　がい数とその計算

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	概数の意味を理解し，四捨五入によって概数を求めることができる。
・概数に関心を持ち，身の回りで概数を見つけようとする。
・数直線などを用いて，概数や概数の表す範囲を考えることができる。
・大きな数量を四捨五入によって概数処理し，棒グラフに表すことができる。
・概数の意味と四捨五入の仕方を理解している。
	8時間
2学期制：10月中旬～下旬
3学期制：10月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①がい数の表し方
	2～4
	1
	・野球場の入場者数調べによる概数の学習への動機づけ
・四捨五入による概数のとり方

【がい数，切り捨て，切り上げ，四捨五入】
	(関)野球場の入場者数調べを通して，概数に関心をもつ。

(技)(知)四捨五入の仕方を知り，概数にすることができる。

	
	5
	2
	・概数のとり方（ある位までの概数，上から○桁の概数）
	(技)(知)「ある位まで」や「上から○桁」などの概数のとり方を理解し，場面に応じて使い分けることができる。

	
	6
	3
	・概数の表す範囲
【以上，未満，以下】
	(考)(技)概数の表す範囲を理解し，以上，以下，未満の用語を使って表すことができる。

	
	7
	4
	・概数を使って折れ線グラフに表すこと
	(技)概数を使って折れ線グラフに表すことができる。

	②がい数の計算
	8～9
	5
	・和や差を概数で求めること

【和，差】
	(考)(技)大きな数の加減計算について，和や差の概数での求め方を理解している。

	
	10～11
	6

・

7
	・積や商を概数で求めること
	(考)(技)大きな数の乗除計算について，積や商の概数での求め方を理解している。

	たしかめ道場
	12～13
	8
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	●　見積もりを使って

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	100や1000などのまとまりをつくって合計を見積もることができる。
・100や1000などのまとまりをつくって，合計を見積もろうとする。
・およその答えがわかればよい場面において，見積もりの有用性を理解できる。
・100や1000などのまとまりをつくって，合計を見積もることができる。
・100や1000などのまとまりをつくる見積もりの仕方を理解している。
	1時間
2学期制：10月下旬
3学期制：10月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	14～15
	1
	・見積もりの有用性を理解し，細かい計算をしないで，100や1000のまとまりをつくって合計を見積もる仕方について考える。


	●　どんな計算になるのかな

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。
・演算を決定した根拠を説明することができる。
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。
・四則演算の用いられる場面を理解している。
	1時間
2学期制：10月下旬
3学期制：10月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	16～17
	1
	・ケーキを買う場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。


	11　整数の計算のまとめ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	整数に関する四則演算について振り返り，理解を深める。

・整数の計算を振り返り，計算の力を身につけ，伸ばそうとする。
・整数は，十進位取り記数法に基づいて，単位のいくつ分と考えたり，位毎に分けたりして四則計算ができることを説明できる。

・整数の四則計算について理解し，確実に計算ができる。
・整数の四則計算の仕方を確実に理解している。
	2時間
2学期制：11月上旬
3学期制：11月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	18～19
	1
	・加法・減法計算のまとめと活用
	(考)(技)整数の加法・減法が確実にでき，その仕方を説明できる。

	
	20～21
	2
	・乗法・除法計算のまとめと活用
	(考)(技)整数の乗法・除法が確実にでき，その仕方を説明できる。


	12　垂直・平行と四角形

	目    標
	指導時数・時期

	○
○
(関)
(考)
(技)
(知)
	平面上の2直線の垂直や平行の関係について知り，垂直や平行な直線をかくことができる。
台形，平行四辺形，ひし形とそれらの辺や角，対角線の性質について理解する。
・直線の交わり方に関心をもち，垂直や平行を見つけようとする。
・四角形に関心をもち，身の回りから台形，平行四辺形，ひし形を見つけようとする。
・直線の交わり方に着目し，垂直や平行になっている理由を説明できる。

・向かい合った辺の関係や対角線の交わり方に着目して，根拠をもって四角形を弁別することができる。

・垂直や平行な直線をかくことができる。

・四角形を弁別し，平行四辺形を作図することができる。
・直線についての垂直や平行の意味を理解している。

・台形，平行四辺形，ひし形の性質を理解している。
	13時間
2学期制：11月上旬～下旬
3学期制：11月上旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)

①垂直と平行
	22～23
	1
	・2直線の関係の考察と学習の動機づけ
・2直線の関係と垂直
【垂直】
	(関)地図の考察を通して直線の交わり方に関心をもつ。

(知)2直線の垂直の関係を理解している。

	
	24
	2
	・2直線の関係と平行
【平行】
	(知)2直線の平行の関係を理解している。

	
	25
	3
	・平行と垂直の関係，平行線の性質
	(技)(知)垂直や平行な直線の性質を理解し，それらの関係を見つけることができる。

	②垂直や平行な直線のかき方
	26～27
	4
	・垂直や平行な直線の作図
・長方形の作図
	(技)三角定規を使って，垂直，平行な直線をかくことができる。

	
	28
	5
	・方眼紙上での平行･垂直関係のよみ取りと作図
	(技)方眼を使って，垂直，平行な直線を見つけたり，かいたりすることができる。

	③四角形
	29～30
	6
	・台形と平行四辺形の弁別
【台形，平行四辺形】
	(技)(知)台形，平行四辺形について知り，それらを弁別することができる。

	
	31
	7
	・平行四辺形の性質
	(技)(知)平行四辺形の辺や角に関する性質を理解し，角度などを求めることができる。

	
	32
	8
	・平行四辺形の作図
	(考)(技)平行線の性質を利用して，平行四辺形をかき，かき方を説明できる。

	
	33
	9
	・ひし形の性質，ひし形の作図
【ひし形】
	(考)ひし形について知り，その性質を理解している。

(考)ひし形のかき方を説明できる。

	
	34
	10
	・対角線の性質

【対角線】
	(知)対角線を知り，平行四辺形やひし形の対角線の性質を理解している。

	
	35
	11
	・四角形の三角形分割と構成による考察
	(考)合同な三角形を組み合わせて平行四辺形やひし形をつくり，そのわけを説明できる。

	
	36～37
	12
	・平行四辺形，台形，ひし形の敷き詰め
	(考)(技)平行四辺形，ひし形，台形を敷き詰めたものから，四角形を見いだすことができる。

	たしかめ道場
	38
	13
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習・じゅんび運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	39
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：11月下旬
3学期制：11月下旬


	13　小数×整数，小数÷整数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	(小数)×(整数)や(小数)÷(整数)の計算の仕方を理解し，計算ができる。
・既習の計算や小数の意味を振り返って，(小数)×(整数)，(小数)÷(整数)の計算の仕方を考えようとする。
・0.1の個数に着目すれば，整数と同様に計算できることを理解し，説明できる。
・(小数)×(整数)や(小数)÷(整数)の計算が確実にできる。
・(小数)×(整数)や(小数)÷(整数)の計算の仕方を理解している。
	13時間
2学期制：12月上旬～中旬
3学期制：12月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	40
	1
	・液量を考えることによる，(小数)×(整数)の学習への動機づけ
	(関)液量を考えることを通して，(小数)×(整数)の計算の仕方を考えようとする。

	①小数のかけ算
	41
	
	・(純小数)×(整数)の意味と計算の仕方
	(考)(技)0.1がいくつと考えて，(純小数)×(整数)の答えを求めることができる。

	
	42～43
	2

・

3
	・(小数)×(整数)の筆算
	(考)(技)整数のときと同様に考えて，(小数)×(整数)の筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	44
	4
	・練習
	

	②小数のわり算
	45～46
	5

・

6
	・(小数)÷(整数)の意味と計算の仕方
	(考)(技)0.1や0.01がいくつと考えて，(小数)÷(整数)の答えを求めることができる。

	
	47～49
	7

～

9
	・(小数)÷(整数)の筆算
	(考)(技)整数のときと同様に考えて，(小数)÷(整数)の筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	50
	10
	・わり進みのある筆算
	(技)(知)わり進む場合の筆算の仕方を理解し，計算ができる。

	
	51
	11
	・商を概数で表すこと
	(技)わり切れない場合に，適当な位で商を四捨五入して答えを求めることができる。

	
	52
	12
	・練習
	

	たしかめ道場
	53
	13
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　もとの数はいくつ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	3要素2段階の問題を，順にもどして考えて解決することができる。
・順に戻して考えることに関心を持ち，進んで問題に取り組もうとする。
・順に戻して考えることのよさに気づくことができる。
・要素間の関係を図に整理し，順にもどして考えることができる。
・順に戻して考えて解決する仕方を理解している。
	2時間
2学期制：12月下旬
3学期制：12月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	54～55
	1
・

2
	・3要素2段階の問題を，順に戻して考えて解決すること
	(考)(技)要素間の関係を的確にとらえ，順にもどして考えることができる。


	＊　ふく習・じゅんび運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	56
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：1月上旬
3学期制：1月上旬


	14　調べ方と整理のしかた

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な事象を2つの観点別に整理し，二次元の表に表して，その事象の特徴をつかむ力を深める。
・身近な事象を2つの観点から整理することに関心を持ち，二次元の表にまとめようとする。
・資料を2つの観点で分類する際，二次元表に整理すると効率がよいことを理解している。

・落ちや重なりがないように，資料を二次元の表に分類・整理できる。
・資料を二次元の表に分類・整理する仕方を理解している。
	5時間
2学期制：1月上旬～中旬
3学期制：1月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	57～59
	1
	・けがの調査による，2つの観点について調べることについての動機づけ
	(関)資料を1つの観点で調べることを通して，2つの観点で調べることに関心をもつ。

	
	60～61
	2

・

3
	・2つの観点について調べ，二次元の表にまとめること
	(考)(技)身近な資料を2つの観点で調べ，二次元の表にまとめることができる。

	
	62～63
	4
	・仲間に分けて考え，問題を解決すること
	(考)(技)二次元の表に整理して場合を分類し，問題を解決することができる。

	たしかめ道場
	64
	5
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習・じゅんび運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	65
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：1月中旬
3学期制：1月中旬


	15　分　数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	1より大きい分数や等しい分数について理解し，同分母分数の加減計算ができる。

・1より大きい分数に関心をもち，その表し方やしくみを調べようとする。

・分数を整数や小数と同様に数としてとらえ，大小比較や加減計算ができることを理解できる。

・1より大きい分数を仮分数や帯分数で表したり，同分母分数の加減計算ができる。

・1より大きい分数の表し方，同分母分数の加減計算の仕方を理解している。
	7時間
2学期制：1月下旬～2月上旬
3学期制：1月下旬～2月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	66～67
	1
	・両手を広げた長さを表すことによる1より大きい分数への動機づけ
	(関)両手を広げた長さがいろいろな単位分数のいくつ分になるかを考え，1より大きい分数に関心をもつ。

	①1より大きい分数の表し方
	68
	2
	・分数の分類と真分数と仮分数の理解

【真分数，仮分数】
	(考)(知)分数を1との大小によって3つに分類し真分数や仮分数を理解する。

	
	69
	3
	・帯分数の理解，仮分数と帯分数の関係
【帯分数】
	(考)(知)帯分数について知り，仮分数と帯分数の関係を理解する。

	②分数のたし算とひき算
	70
	4
	・同分母分数の加減計算
	(技)同分母分数の加減計算ができる。

	
	71
	5
	・帯分数を含む計算
	(技)帯分数を含む同分母分数の加減計算ができる。

	③等しい分数
	72
	6
	・等しい分数の理解
	(考)(技)分数には表記が違っても大きさの等しい分数があることを知り，それらを見つけることができる。

	たしかめ道場
	73
	7
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習・じゅんび運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	74～75
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック

・コラム「昔の教科書」
	1時間
2学期制：2月上旬
3学期制：2月上旬


	16　変わり方

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	伴って変わる2つの数量の変化の様子を表や折れ線グラフにかいて調べたり，それらの関係を□，△を使って式に表したりすることができる。
・伴って変わる2つの数量を，表，グラフ，式にかいて調べようとする。
・表や折れ線グラフなどに表す活動を通して2量の関係を見抜き，□，△などを使って式に表すことができる。
・2量の変化の様子を表や折れ線グラフにかいて調べたり，それらの関係を□，△を使って式に表したりすることができる。
・2量の変化の様子を調べたり，関係を表したりするのに，表，折れ線グラフ，□，△を使った式を用いればよいことを理解している。
	6時間
2学期制：2月上旬～中旬
3学期制：2月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	76～77
	1
	・18本の棒でつくった長方形の縦と横の本数の変化の様子を表にかいて調べること
	(考)伴って変わる2つの数量を取り出し，それらの関係に着目することができる。

(技)数量の関係を表にかくことができる。

	
	78～79
	2

・

3
	・2量の変化の様子を表にかいて調べ，それらの関係を□，△を使って式に表すこと
	(考)(技)2量の変化の様子を表にかいて調べ，それらの関係を□，△を使って式に表すことができる。

	
	80
	4
	・2量の変化の様子を折れ線グラフにかいて調べること
	(技)2量の変化の様子を折れ線グラフにかいて調べることができる。

	
	81
	5
	・2量の変化の様子を表にかいて調べ，きまりを見つけて問題を解決すること
	(関)(技)2量の変化の様子を表にかいて調べ，きまりを見つけて問題を解決することができる。

	たしかめ道場
	82
	6
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　ふく習・じゅんび運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	83
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：2月中旬
3学期制：2月中旬


	17　直方体と立方体

	目    標
	指導時数・時期

	○
○

(関)

(考)
(技)
(知)
	直方体，立方体について理解し，見取図や展開図をかいたり，つくったりすることができる。また，面や辺の関係がわかる。
平面や空間の位置の表し方を理解する。

・直方体や立方体に関心をもち，その特徴をとらえようとする。
・面や辺の平行・垂直関係の観点から直方体や立方体の特徴をとらえ，説明することができる。
・直方体や立方体の見取図や展開図をかくことができる。
・横，縦，高さを用いて，平面や空間の位置を表すことができる。
・直方体，立方体の見取図や展開図のかき方，面や辺の関係を理解している
・平面や空間の位置の表し方を理解している。
	11時間
2学期制：2月中旬～3月上旬
3学期制：2月中旬～3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①直方体と立方体
	84～86
	1
	・箱の形の分類による学習の動機づけ

・直方体，立方体の面の考察

【直方体，立方体】
	(関)箱の形の分類を通して，直方体，立方体の学習に関心をもつ。

(技)(知)直方体，立方体の面を考察し，それらの特徴を理解する。

	
	87
	2
	・直方体，立方体の見取図の見方とかき方

【見取図】
	(技)(知)見取図について知り，直方体，立方体の見取図がかける。

	
	88～89
	3・

4
	・直方体，立方体の展開図と製作

【てん開図】
	(技)(知)展開図について知り，直方体，立方体の見取図をかいて組み立てることができる。

	②面や辺の平行と垂直
	90
	5
	・面と面の平行・垂直
【平面】
	(考)(知)直方体，立方体の面と面の垂直・平行関係を理解する。

	
	91
	6
	・辺と辺の平行・垂直
	(考)(知)直方体，立方体の辺と変の垂直・平行関係を理解する。

	
	92
	7
	・面と辺の平行・垂直
	(考)(知)直方体，立方体の面と辺の垂直・平行関係を理解する。

	
	93
	8
	・練習
	

	③位置の表し方
	94～95
	9
	・平面上の位置の表し方
	(考)(技)平面上の点の位置を横，縦を使って表すことができる。

	
	96
	10
	・空間上の位置の表し方
	(考)(技)平面上の点の位置を横，縦，高さを使って表すことができる。

	たしかめ道場
	97
	11
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　だれでしょう

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)

(技)

(知)
	情報を取捨選択し，論理的に考えて正しい結論を導くことができる。
・論理の問題に関心をもち，筋道立てて考えようとする。
・二次元表を使って問題を解決し，考え方を筋道立てて説明することができる。
・二次元表のあてはまるものには○，あてはまらないもには×をつけ，効率よく処理することができる。
・二次元表を使って情報を整理していけばよいことを理解している。
	1時間
2学期制：3月上旬
3学期制：3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	98～99
	1
	・論理的な推論により正しい結論を導くこと
	(考)(技)情報を取捨選択して，論理的に考えることができる。


	●　よみとる算数(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：3月上旬
3学期制：3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	100～101
	1
	・工場見学の絵日記から適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由を説明したりすることができる。


	＊　もうすぐ5年生（4年のふく習）

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	102～106
	・4年生の既習事項の確認と持続
	4時間
2学期制：3月中旬
3学期制：3月中旬


	★　算数のまど

	ページ
	学習内容
	指導時数

	107～129
	・各単元の補充・発展問題など
	時間配当なし


※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
第5学年　単元別学習内容一覧
上巻
	1　整数と小数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	整数と小数が十進位取り記数法に基づいていることを理解する。
・整数と小数のしくみに関心をもち，進んで調べようとする。

・十進位取り記数法に即して，整数と小数を統一的に理解することができる。

・十進位取り記数法に従って，小数の10倍，100倍，10分の1，100分の1などの大きさの数をつくることができる。
・小数も整数と同様，十進位取り記数法に従っていることを理解している。
	4時間
2学期制：4月上旬
3学期制：4月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	6～7
	1
	・新幹線の車両の長さを考えることによる小数のしくみの学習への動機づけ
・小数の十進位取り記数法の仕組みと　小数点の移動
	(関)新幹線の車両の長さを考えることで，小数のしくみに関心をもつ。
(考)位が上がったり下がったりすることを小数点の移動という観点でみることができる。

	
	8
	2
	・記数法のしくみと10倍や100倍などの大きさの数
	(知)整数や小数を10倍，100倍，1000倍すると，小数点がどのように移動するかを理解している。

	
	9
	3
	・記数法のしくみと10分の1や100分の1などの大きさの数
	(知)整数や小数を10分の1，100分の1，1000分の1にすると，小数点がどのように移動するかを理解している。

	たしかめ道場
	10～11
	4
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	●　みんなで話しあいましょう

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	正三角形の個数の数え方を考え，話し合いを通して，友だちに伝えたり，友だちの考えを理解する。
・話し合い活動に関心をもち，参加しようとする。
・話し合いで大切なことを考えることができる。
・自分の考えを説明したり，相手に質問したり意見を述べたりすることができる。
・話し合いのねらいや進め方を理解している。
	1時間
2学期制：4月中旬
3学期制：4月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	12～13
	1
	・正三角形の個数の数え方を考え，みんなで話し合い，まとめる。


	＊　復習・準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	14～15
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：4月中旬
3学期制：4月中旬


	2　体　積

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	体積の普遍単位cm3，m3を知り，直方体や立方体の体積を求めることができる。
・面積と同様，体積を数で表す方法を考えようとする。

・面積を基にして，単位立方体の個数により，直方体や立方体の体積を数値化できることに気づくことができる。

・体積の普遍単位cm3，m3を知り，それらを使って直方体や立方体の体積を求めることができる。
・直方体の高さの変化に伴う体積の変化を調べ，比例について理解できる。
・直方体や立方体の体積を求めるのに必要な要素について理解している。
・伴って変わる2量について，一方の値が2倍，3倍，…になると，他方の値も2倍，3倍，…になるとき，比例の関係にあることを理解している。
	10時間
2学期制：4月中旬～5月上旬
3学期制：4月中旬～5月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	16
	1
	・直方体の重ね合わせ（思考実験）による体積の学習への動機づけ
	(関)直方体の体積を比べるのに，面積と同様に，重ね合わせてみようとする。

	①直方体・立方体の体積
	17
	
	・体積の概念とその表し方
【体積，cm3，，立方センチメートル】
	(技)(知)体積の普遍単位cm3を知り，単位立方体の個数を調べて，直方体や立方体の体積を求めることができる。

	
	18～19
	2
	・直方体と立方体の体積の求め方と体積の公式
	(技)(知)直方体や立方体の体積の公式を導き，体積をを求めることができる。

	
	20
	3
	・1000cm3になる入れものづくり
	(考)縦，横，高さに着目して，体積が1000cm3になるかどうかを考えることができる。

	②大きな体積
	21
	4
	・大きな体積の単位

【ｍ3，立方メートル】
	(技)(知)体積の普遍単位m3を知り，計算で体積を求めることができる。

	
	22
	5
	・m3とcm3の関係

【容積】
	(考)(知)ｍ3とcm3の関係について考え，理解する。

	
	23
	6
	・いろいろな1m3づくり，1m3の量感
	(知)体積が1ｍ3になるものをいろいろつくり，量感を感得する。

	
	24
	7
	・練習
	

	③体積と比例
	25
	8
	・直方体の高さと体積の関係を調べることによる比例の理解

【比例する】
	(考)(知)直方体の高さの変化に伴う体積の変化を調べ，比例について理解する。

	④体積の求め方のくふう
	26
	9
	・Ｌ字型やＵ字型の体積の求積
	(考)(技)直方体を組み合わせた立体の体積の求め方をいろいろ考えることができる。

	たしかめ道場
	27
	10
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復習・準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	28～29
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：5月中旬
3学期制：5月中旬


	3　小数×小数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	小数をかけることの意味とその計算の仕方を理解し，筆算で計算できる。
・小数をかける計算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。
・小数をかける計算の仕方を，整数のときと同じように考えることができる。

・小数をかけることの意味とその計算の仕方を理解し，筆算で計算できる。
・小数をかけることの意味や計算の仕方，小数倍について理解している。
	11時間
2学期制：5月中旬～下旬

3学期制：5月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①小数をかける計算
	30～32
	1

・

2
	・リボンを買う場面による小数をかける計算への動機づけ

・(整数)×(小数)の立式と計算の仕方
	(関)整数をかける場合から類推し，小数をかける計算の仕方を考えようとする。

(考)小数をかけることの意味を考え，立式ができる。

	
	33
	3
	・(小数)×(小数)の立式と計算の仕方
	(関)(知)(小数)×(小数)の計算の仕方を理解し，それを説明できる。

	
	34～35
	4

・

5
	・(小数)×(小数)の筆算の仕方
・小数点の位置と答えの確かめ
	(技)(知)小数をかける計算の筆算の仕方を考え，計算ができる。

(考)小数点の位置を見て，答えの確かめができる。

	
	36
	6
	・乗数と積の大小関係
	(技)(知)乗数と1との大小により，積と被乗数との大小を判断できる。

	
	37
	7
	・練習
	

	②小数のかけ算を使って
	38～39
	8

・

9
	・辺の長さが小数値の場合の面積や体積の求積
	(考)(技)辺の長さが小数値になっても，面積や体積の公式が使えることを理解し，計算で求めることができる。

	
	40
	10
	・小数倍の意味とその計算

（第1用法，第2用法）
	(技)(知)小数倍の意味を知り，何倍かを求めたり，何倍かした数を求めたりすることができる。

	たしかめ道場
	41
	11
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復習・準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	42～43
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：5月下旬
3学期制：5月下旬


	4　小数÷小数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	小数でわることの意味とその計算の仕方を理解し，筆算で計算できる。
・小数でわる計算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。
・小数でわる計算の仕方を，整数のときと同じように考えることができる。

・小数でわることの意味とその計算の仕方を理解し，筆算で計算できる。
・小数でわることの意味や計算の仕方を理解している。
	10時間
2学期制：6月上旬～中旬

3学期制：6月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	44
	1

・

2
	・ひもを買う場面による小数でわる計算への動機づけ
	(関)整数でわる場合から類推し，小数でわる計算の仕方を考えようとする。

	
	45～46
	
	・(整数)÷(小数)の立式と計算の仕方
	(考)小数でわることの意味を考え，立式ができる。

	
	47
	3
	・(小数)÷(小数)の立式と計算の仕方
	(関)(知)(小数)÷(小数)の計算の仕方を理解し，それを説明できる。

	
	48～49
	4

・

5
	・(小数)÷(小数)の筆算の仕方
・小数点の位置と答えの確かめ
	(技)(知)小数でわる計算の筆算の仕方を考え，計算ができる。

(考)小数点の位置を見て，答えの確かめができる。

	
	50
	6
	・商を概数で処理する場合の筆算の仕方
	(技)わり切れない場合には，整数の場合と同様にわり進み，商を概数で求めることができる。

	
	51
	7
	・被除数，除数，商，余りの関係と余りの小数点の位置
	(知)被除数，除数，商，余りの関係を理解している。

(考)余りの小数点の位置について考えることができる。

	
	52
	8
	・除数と商の大小関係
	(技)(知)除数と1との大小により，商と被除数との大小を判断できる。

	
	53
	9
	・練習
	

	たしかめ道場
	54
	11
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復　習

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	55
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：6月中旬
3学期制：6月中旬


	5　式と計算

	目    標
	指導時数・時期

	○
○

(関)

(考)
(技)
(知)
	交換，結合，分配などの計算法則が，小数になっても成り立つことを理解する。
式から具体的な場面をよむ。

・計算のきまりに関心をもち，小数を含む場合について調べようとする。
・式から具体的な場面を想起することができる。

・計算のきまりに従って小数の計算ができる。
・小数を含めた計算法則を理解している。
	3時間
2学期制：6月中旬～下旬

3学期制：6月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	56～57
	1
	・小数に関する計算のきまりや式のよみ方
	(技)(知)整数のときに成り立った計算のきまりが小数の場合にも成り立つかどうかを確かめる。

	
	58～59
	2

・

3
	・式から具体的場面をよんだり，立式の意図をくみ取ったりすること
	(考)式をみて立式の意図を理解し，それを説明することができる。


	◎　同じものに目をつけて

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	四則のやや複雑な問題を相殺や置換の考え方を使って解くことができる。
・相殺，置換の考え方を使って問題を解決しようとする。
・同じものに目をつけることで問題を単純化できることに気づくことができる。
・相殺や置換の考え方を使って問題を解決することができる。
・相殺や置換の考え方を理解している。
	2時間
2学期制：6月下旬
3学期制：6月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	60～61
	1
・

2
	・相殺，置換により単純な問題に帰着させて考える問題
	(考)(技) 相殺，置換の考えを使って問題を単純化し，解決することができる。


	6　合同な図形

	目    標
	指導時数・時期

	○
○

(関)
(考)
(技)
(知)
	合同な図形の性質について理解し，合同な図形をかくことができる。

三角形や四角形の内角の和について理解する。

・合同な図形について，その性質を調べようとする。
・三角形や四角形の内角の和について調べようとする。
・頂点，辺，角に着目して，合同な図形のかき方を考えることができる。
・多角形の内角の和は三角形に分割すれば求められることに気づくことができる。
・合同な図形の性質を理解し，合同な図形の作図ができる。

・多角形の内角の和を求めることができる。
・合同な図形の性質や対応する頂点，辺，角について理解している。
・三角形，四角形の内角の和について理解している。
	11時間
2学期制：6月下旬～7月中旬
3学期制：6月下旬～7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	62～63
	1
	・船の帆の形を比べることによる合同な図形の学習への動機づけ

・合同の意味
【合同】
	(関)船の帆の形を比べることを通して，合同な図形の学習に関心をもつ。

(知)合同の意味を理解している。

	①合同な図形
	64～65
	2
	・合同な図形の性質
・方眼を使った合同な図形の作図
【対応する頂点，対応する辺，対応する角】
	(技)(知)対応する頂点，辺，角について知り，合同な図形の性質を調べ，作図することができる。

	
	66
	3
	・基本的な四角形を対角線で分けたときの形を合同の観点で考察すること
	(考)長方形，平行四辺形，台形を対角線で切ったときにできる形を合同になるかどうかを考えることができる。

	②合同な図形のかき方
	67
	4
	・三角形を決定する要素の考察
	(考)三角形を決定する要素について考えることができる。

	
	68～69
	5
	・3通りの方法による三角形の作図
	(技)3つの方法で三角形を作図することができる。

	
	70～71
	6
	・三角形の作図法を使った四角形の作図
	(考)(技)三角形の作図の考えを使って，四角形を作図することができる。

	
	72
	7
	・練習
	

	③三角形・四角形の角
	73～74
	8
	・三角形の内角の和
	(知)三角形の内角の和が180°になることに気づき，確かめることができる。

	
	75
	9
	・三角形の内角の和を使って角度を求めること
	(技)三角形の内角の和が180°であることを使って，図形の角度を求めることができる。

	
	76～77
	10
	・四角形，五角形の内角の和
	(考)(技)四角形や五角形の内角の和をいくつかの三角形に分割して，考えることができる。

	たしかめ道場
	78～79
	11
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	●　どんな計算になるのかな

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。
・演算を決定した根拠を説明することができる。
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。
・小数の乗除の用いられる場面を理解している。
	1時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	80～81
	1
	・飛行機について考える場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。


	●　算数の自由研究

	目    標
	指導時数・時期

	○

(関)
(考)

(技)
(知)
	三角形に並んだ6つの○の中に数字を入れ，どの辺の合計も等しくなるようにすることができる。
・数字ならべに関心をもち，進んで取り組もうとする。
・重複して数える部分に目をつけ，合計が同じになるきまりを見つけることができる。
・どの辺の合計も同じになるように，○に入れる数字をみつけることができる。
・数の加法に関するきまりを理解している。　
	1時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	82～83
	1
	・三角形に並んだ6つの○の中に数字を入れ，どの辺の合計も等しくなるようにする。


	復　習

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	84～85
	・既習事項の確認と持続

・コラム「昔の教科書」
	1時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬


	7　整　数

	目    標
	指導時数・時期

	○
○

(関)

(考)
(技)
(知)
	偶数と奇数の意味を知り，整数が偶数と奇数に分類できることを理解する。
倍数や約数の意味を知り，それらを求めたり，それらを使って問題解決ができる。
・偶数，奇数，倍数，約数などを知り，それらについて調べようとする。
・整数を偶数と奇数の観点で類別することができる。
・整数を偶数と奇数に分類したり，倍数，約数などを使って問題を解決することができる。
・偶数，奇数，倍数，約数などを使って問題を解決する仕方を理解している。
	12時間
2学期制：7月中旬～9月上旬
3学期制：9月上旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	86
	1
	・紅白の組分けによる偶数・奇数への動機づけ
	(関)紅白の組分けを通して，整数を分類することに関心をもつ。

	①偶数・奇数
	87
	
	・偶数，奇数の意味
【偶数，奇数】
	(知)偶数と奇数の意味，および整数が偶数と奇数に分類できることを理解している。

	②倍数と公倍数
	88～89
	2
・

3
	・倍数，公倍数，最小公倍数の意味
【倍数，公倍数，最小公倍数】
	(技)(知)倍数，公倍数の意味を理解し，それらを求めることができる。

	
	90
	4
	・公倍数の求め方の工夫

・3つの数の公倍数
	(考)(技)公倍数の求め方をいろいろ考えることができる。

	
	91
	5
	・倍数のもようづくり
	(考)(技)倍数のもようづくりをし，気がついたことを説明できる。

	
	92
	6
	・公倍数を使って問題を解決すること
	(考)(技)公倍数の考えを使って，問題を解決することができる。

	③約数と公約数
	93～94
	7
・

8
	・約数，公約数，最大公約数の意味
【約数，公約数，最大公約数】
	(技)(知)約数，公約数の意味を理解し，それらを求めることができる。

	
	95
	9
	・公約数の求め方の工夫
	(考)(技)公約数の求め方をいろいろ考えることができる。

	
	96
	10
	・公約数を使って問題を解決すること
	(考)(技)公約数の考えを使って，問題を解決することができる。

	
	97
	11
	・素数の意味
【素数】
	(技)(知)素数の意味を理解し，簡単な数について素数かどうかを判断することができる。

	たしかめ道場
	98
	12
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	99
	・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：9月上旬
3学期制：9月下旬


	8　分　数

	目    標
	指導時数・時期

	○
○

(関)
(考)
(技)
(知)
	約分，通分の意味とその仕方を理解する。
異分母分数の加減計算と整数による乗除計算ができる。
・異分母分数の大小比較や加減計算などに関心をもち，進んで取り組もうとする。

・異分母分数の大小比較や加減計算では，通分が有効であることに気づくことができる。
・分数の大小比較，加減計算と整数による乗除計算，分数を整数や小数に直すことができる。

・約分，通分の仕方，および分数の加減計算と整数による乗除計算の仕方を理解している。
	15時間
2学期制：9月中旬～10月中旬

3学期制：9月下旬～10月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①等しい分数
	100～102
	1
	・分数のカードを使った大小比較による学習の動機づけ

・分子と分母に同じ数を乗除しても大きさが変わらないこと
	(関)異分母分数の大小の比べ方を考えようとする。

(知)分子と分母に同じ数を乗除しても分数の大きさは変わらない性質を理解している。

	
	103
	2
	・約分の意味とその仕方
【約分する】
	(技)(知)約分の意味を理解し，約分することができる。

	
	104～105
	3

・

4
	・通分の意味とその仕方

【通分する】
	(技)(知)通分の意味を理解し，通分することができる。

	②分数のたし算・ひき算
	106～107
	5

・

6
	・異分母分数の加減計算
	(考)(技)異分母分数の加減計算の仕方を考え，通分して計算ができる。

	
	108
	7
	・帯分数を含む異分母分数の加減計算
	(考)(技)帯分数を含む異分母分数の加減計算の仕方を考え，計算ができる。

	
	109
	8
	・練習
	

	③分数のかけ算・わり算
	110～111
	9
	・(分数)×(整数)の意味と計算の仕方
	(技)(知)(分数)×(整数)の意味を知り，計算ができる。

	
	112
	10
	・(分数)÷(整数)の意味と計算の仕方
	(技)(知)(分数)÷(整数)の意味を知り，計算ができる。

	
	113
	11
	・練習
	

	④分数と小数・整数の関係
	114
	12
	・分数の第二義
	(考)(知)分数の第二義を知り，わり算を分数で表すことができる。

	
	115～116
	13

・

14
	・分数と整数･小数の関係
	(技)(知)分数と整数・小数の関係を理解し，分数を小数に直したり，整数や小数を分数に直すことができる。

	たしかめ道場
	117
	15
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　人文字

	目    標
	指導時数・時期

	○

(関)
(考)
(技)
(知)
	きめられた長さに1ｍの間隔で人が並ぶのに必要な人数を求めることができる。
・単純な形をもとに複雑な形のきまりを見つけることに関心をもつ。
・複雑な形を単純な形に直しても，答えは変わらないことに気づくことができる。

・人文字全体の長さと間の数の関係に目をつけて，人数を求めることができる。

・人文字全体の長さと間の数の関係に目をつければよいことを理解している。
	2時間
2学期制：10月中旬
3学期制：10月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	118～119
	1
・

2
	・きめられた長さに1ｍの間隔で人が並ぶのに必要な人数を求めること。
	(考)(技)人文字全体の長さと間の数の関係に目をつけて問題を解くことができる。


	●　よみとる算数(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：10月下旬
3学期制：10月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	120～121
	1
	・自動車工場見学の資料から適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由を説明したりすることができる。


	＊　復　習

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	122
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：10月下旬
3学期制：10月下旬


	★　算数のまど

	ページ
	学習内容
	指導時数

	123～145
	・各単元の補充・発展問題など
	時間配当なし


※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
下巻
	9　面　積

	目    標
	指導時数・時期

	○
○

(関)
(考)
(技)
(知)
	三角形や平行四辺形の面積の公式を理解し，面積を求めることができる。
三角形の高さと面積などの関係を調べ，比例していることを確かめる。

・三角形や四角形の面積の求め方をいろいろ考えようとする。

・長方形の面積を基にして，三角形や四角形の面積の公式を導くことができる。

・公式を適用して，三角形や四角形の面積を求めることができる。
・三角形や四角形の面積の意味とその求め方を理解している。
	13時間
2学期制：11月上旬～下旬
3学期制：11月上旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①三角形の面積
	2～4
	1
	・三角形や四角形の面積の学習への動機づけ
・直角三角形の面積
	(関)直角三角形の面積に関心をもち，求め方を考えようとする。

(考)直角三角形の面積の求め方を考えることができる。

	
	5
	2
	・鋭角三角形の面積
	(考)三角形の面積の求め方をいろいろ考えることができる。

	
	6
	3
	・三角形の面積の公式
【底辺，高さ】
	(考)(知)三角形の面積の公式を導き，公式を使って面積を求めることができる。

	
	7
	4
	・三角形分割による一般四角形の求積
	(考)(技)四角形の面積を2つの三角形に分割して求めることができる。

	②平行四辺形の面積
	8～9
	5
	・平行四辺形の面積
	(考)平行四辺形の面積の求め方をいろいろ考えることができる。

	
	10
	6
	・平行四辺形の面積の公式
	(考)(知)平行四辺形の面積の公式を導き，公式を使って面積を求めることができる。

	③いろいろな三角形・四角形の面積
	11
	7
	・高さが内部に取れない場合の三角形や平行四辺形の面積
	(考)(知)高さが内部に取れない場合の三角形や平行四辺形にも面積の公式が使えることを確かめ，公式を使って面積を求めることができる。

	
	12～13
	8

・

9
	・台形，ひし形の面積の公式
【上底，下底】
	(考)(知)台形やひし形の面積の公式を導くことができる。

(技)公式を使って台形やひし形の面積を求めることができる。

	
	14
	10
	・練習
	

	④面積の問題
	15
	11
	・三角形の高さと面積の比例関係
	・三角形の高さや底辺と面積の関係がわかる。(考)(表)

・式を見てどう考えたかがわかる。(考)(表)

	
	16～17
	12
	・面積の公式に関する式のよみ
	・三角形の高さや底辺と面積の関係がわかる。(考)(表)

・式を見てどう考えたかがわかる。(考)(表)

	たしかめ道場
	18
	13
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復習・準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	19
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：11月下旬
3学期制：11月下旬


	10　平均とその利用

	目    標
	指導時数・時期

	○
○

(関)
(考)
(技)
(知)
	平均の意味を理解し，いろいろな平均を求めることができる。
平均を使って，長さなどの概測ができる。
・身近な事柄について，進んで平均の考えを用いようとする。
・平均の考えを使って身近な事柄について考えたり，表現したりできる。
・平均を求めたり，平均を使って概則をしたりすることができる。
・平均の意味や平均の求め方を理解している。
	8時間
2学期制：11月下旬～12月上旬

3学期制：11月下旬～12月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①平均
	20～21
	1
	・ジュースをしぼる場面での平均の学習への動機づけ
・平均の意味とその計算
【平均】
	(関)ジュースづくりを通して，平均の学習に関心をもつ。

(技)(知)平均の意味を理解し，平均を求めたり，平均から全体の数を求めたりすることができる。

	
	22～23
	2

・

3
	・0を含む平均

・部分の平均から全体の平均を求めること
	(知)0を含む場合の平均について知る。

(考)(技)部分の平均から全体の平均を推し測ることができる。

	②平均を使って
	24～25
	4

・

5
	・歩幅を使った距離などの概測
・歩幅の測定とその活用
	(考)(技)平均を使って歩幅や距離を測定することができる。

	
	26～27
	6

・

7
	・仮平均の考え

・外れ値の処理
	(考)(技)仮平均の考えを使って，平均を求めることができる。

(考)(技)外れ値の処理の仕方を知り，適切に平均を求めることができる。

	たしかめ道場
	28
	8
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復習・準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	29
	・既習事項の確認と持続
	1時間
2学期制：12月上旬
3学期制：12月上旬


	11　単位量あたりの大きさ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	単位量あたりの考えを用いて，燃費や密度などを求めることができる。
・単位量あたりの考えに関心を持ち，身近な事象を単位量あたりの考えで比べようとする。
・異種の2つの量の割合を考える際，どちらを基準にすればよいかを適切に判断できる。

・単位量あたりの考えを用いて，燃費や密度などを求めることができる。
・異種の2つの量の割合について，その意味と表し方を理解している。
	4時間
2学期制：12月上旬～中旬

3学期制：12月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	30～32
	1
	・部屋割りの場面での学習の動機づけ
	(関)部屋わりを通して，単位量あたりの考えに関心をもつ。

	
	33
	2
	・2つの観点から単位量あたりの大きさを比べること
	(技)(知)単位量あたりの考えを理解し，それを使って数量を比べることができる。

	
	34
	3
	・単位量あたりを使って日常事象を比べること
【人口みつ度】
	(技)単位量あたりの考えを使って日常の事象を比べることができる。

	たしかめ道場
	35
	4
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	●　見積もりを使って

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	仮平均の考えや切り上げ，切り捨ての考えを使って見積もりができる。
・特定の金額で買えるか買えないかを見積もりを使って判断しようとする。
・特定の金額で買えるか買えないかを判断するのに，見積もりが有効であることを理解している。
・仮平均や切り上げ・切り捨ての考えを使って，代金を見積もることができる。
・仮平均や切り上げ・切り捨ての考えを使った見積もりの仕方を理解している。
	2時間
2学期制：12月中旬
3学期制：12月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	36
	1
	・仮平均との差を考え，相殺して判断する見積もり

	
	37
	2
	・切り上げや切り捨ての方法による見積もり


	◎　順々に調べて

	目    標
	指導時数・時期

	○

(関)
(考)
(技)
(知)
	伴って変わる2量の関係を表にかき，きまりを見つけて問題を解決する。
・伴って変わる2量の関係に関心をもち，表にかいて調べようとする。
・伴って変わる2量の関係を表す表からきまりを考えることができる。
・伴って変わる2量の関係を表にかいて，問題を解決することができる。
・伴って変わる2量の関係の調べ方を理解している。
	2時間
2学期制：12月下旬
3学期制：12月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	38～39
	1
・

2
	・伴って変わる2量の関係を表に表し，変わり方のきまりをみつけて問題を解決すること
	(考)(技) 伴って変わる2量の関係を表にかき，きまりを見つけて問題を解決することができる。


	＊　準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	40
	・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：1月中旬
3学期制：1月中旬


	12　割　合

	目    標
	指導時数・時期

	○
○

(関)
(考)
(技)
(知)
	割合の意味について理解し，小数や百分率を用いて問題を解決することができる。
割合を帯グラフや円グラフにかいたり，よんだりすることができる。
・割合を考えるよさに気づき，様々な場面で用いようとする。
・割合を考えるのが適切な事象を判断することができる。
・割合，比べる量，もとにする量を求めることができる。
・割合の意味，および割合，比べる量，もとにする量を求める仕方を理解している。
	15時間
2学期制：1月中旬～2月上旬

3学期制：1月中旬～2月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①割合
	41～42
	1
	・体験学習の希望調査による割合の学習への動機づけ
・割合の意味（第1用法）
【割合】
	(関)体験学習の場面により，割合の学習に関心をもつ。

(技)(知)割合の意味を理解し，割合を求めることができる。

	
	43
	2
	・全体と部分の割合，部分と部分の割合
	(技)全体と部分や部分と部分の割合を考え，求めることができる。

	
	44
	3
	・比べる量を求めること（第2用法）
	(技)(知)もとにする量と割合から比べる量を求めることができる。

	
	45
	4
	・もとにする量を求めること（第3用法）
	(技)(知)比べる量と割合からもとにする量を求めることができる。

	②百分率
	46～47
	5
・

6
	・百分率の意味

・割合を表す小数と百分率の関係
【百分率，％，パーセント，割，分，厘】
	(技)(知)百分率の意味を理解し，割合を表す小数に直すことができる。

(技)割合を百分率で求めることができる。

	
	48
	7
	・百分率を使った作問
	(技)百分率に関する問題をいろいろつくることができる。

	
	49
	8
	・練習
	

	③割合のグラフ
	50～51
	9
	・帯グラフ，円グラフのよみ方
【帯グラフ，円グラフ】
	(技)(知)帯グラフや円グラフについて知り，そのよみ方を理解する。

	
	52～53
	10
	・帯グラフ，円グラフのかき方
	(技)帯グラフや円グラフをかくことができる。

	④割合を使って
	54
	11
	・割合の和や差を考えて解決すること
	(考)割合の和や差を考えて問題を解決できる。

	
	55
	12
	・割合の積を考えて解決すること
	(考)割合の積を考えて問題を解決できる。

	⑤グラフづくり
	56～57
	13
	・棒グラフや円グラフをよんで問題を解決すること。
	(考)(技)棒グラフや円グラフから適切な情報を取り出して問題を解決すること。

	
	58
	14
	・目的に応じて適切にグラフを選ぶこと
	(考)目的に応じて適切にグラフを選び，その理由を説明できる。

	たしかめ道場
	59
	15
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復習・準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	60～61
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：2月上旬
3学期制：2月上旬


	13　円と正多角形

	目    標
	指導時数・時期

	○

(関)
(考)
(技)
(知)
	円の直径と円周の関係，円周率の意味を理解し，円周や直径を求めることができる。
・正多角形や円に関心をもち，円の直径を測ったり，円周の長さを測定したりする活動を通して，円の学習に関心をもつ。
・円の直径と円周の長さの関係を考えることができる。
・円の直径の値から円周を求めたり，円周の値から直径を求めたりすることができる。
・円周率の意味や円周，直径，円周率の関係を理解している。
	7時間
2学期制：2月上旬～中旬
3学期制：2月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	62～63
	1
	・折り紙作業による正多角形の学習の動機づけ
【正六角形，正八角形】
	(関)折り紙の作業を通して，正多角形の学習に関心をもつ。

	①正多角形
	64～65
	2
	・正多角形の概念
・中心角の等分割による正多角形の作図
【多角形，正多角形】
	(考)(技)円の中心角を等分割して，正多角形をかくことができる。

	
	66
	3
	・円周の等分による正六角形の作図
	(考)(技)円周を半径の長さで切って，正六角形をかくことができる。

	②円周と直径
	67～69
	4
	・円周と直径の関係
【円周，円周率】
	(技)(知)円周率の意味を理解し，公式を使って円周を求めることができる。

	
	70
	5
	・円周や直径を求めること
	(技)直径から円周を求めたり，円周から直径を求めたりすることができる。

	
	71
	6
	・直径と円周の関数関係
	(考)直径と円周の関係に着目し，比例関係にあることを見いだすことができる。

	たしかめ道場
	72
	7
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	73
	・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：2月中旬
3学期制：2月中旬


	14　角柱と円柱

	目    標
	指導時数・時期

	○

(関)
(考)
(技)
(知)
	立体の分類を通して角柱や円柱を理解し，見取図や展開図をかくことができる。

・角柱や円柱を観察したり分類したりしてその特徴をとらえようとする。
・観点をきめて，立体を弁別することができる。

・角柱や円柱の見取図や展開図をかいたり，つくったりすることができる。

・角柱や円柱の特徴，及びその見取図や展開図のかき方を理解している。
	6時間
2学期制：2月下旬
3学期制：2月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	74～75
	1
	・立体の弁別による角柱，円柱の学習への動機づけ
【立体，角柱，円柱】
	(関)立体の分類を通して，角柱，円柱の学習に関心をもつ。

(技)(知)角柱，円柱について理解し，それらを弁別することができる。

	①角柱と円柱
	76～77
	2
	・角柱，円柱の特徴

【底面，側面，曲面】
	(考)(知)角柱と円柱について，面の形や位置関係，面と頂点と辺の数などを調べ，理解している。

	②見取図とてん開図
	78
	3
	・角柱，円柱の見取図
	(技)角柱，円柱の見取図のかき方を理解し，かくことができる。

	
	79～80
	4

・

5
	・角柱，円柱の展開図
	(技)角柱，円柱の展開図のかき方を理解し，かくことができる。

	たしかめ道場
	81
	6
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	15　○や△を使った式

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	伴って変わる2つの数量の関係を○や△を使って式に表し，変化の様子を表にかいて調べることができる。

・○や△を使って式に表された2量の変わり方を，表にかいて調べようとする。
・○や△を使って式に表された2量が比例しているか調べ方を理解している。
・2量の関係を○や△を使って式に表し，変わり方を表で調べることができる。
・2量の関係を○や△を使って式に表したり，表にかいて変わり方を調べる仕方を理解している。
	3時間
2学期制：3月上旬

3学期制：3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	82～83
	1
	・△＝○＋7の式になる事象の考察
・△＝○×5の式になる事象の考察
	(考)○や△を使って表された2量について，表にかいて変わり方を調べることができる。

	
	84
	2
	・△＝100×○＋50 の式になる事象の考察
	(考)一次関数の関係にある2量の変わり方を調べることができる。

	
	85
	3
	・式に表された2量が比例しているかどうかを確かめること
	(考)○や△を使って式に表された2量が比例しているかどうかを調べ，その理由を説明することができる。


	◎　輪投げ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)

(技)

(知)
	情報を取捨選択し，論理的に考えて正しい結論を導くことができる。
・論理の問題に関心をもち，筋道立てて考えようとする。
・「仮に～だったら」と考えて，あてはまらない場合を消去していけばよいことに気づき，それを説明することができる。
・表を使って，効率よく処理することができる。
・表を使って情報を整理していけばよいことを理解している。
	1時間
2学期制：3月上旬
3学期制：3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	86～87
	1
	・論理的な推論により正しい結論を導くこと
	(考)(技)情報を取捨選択して，論理的に考えることができる。


	●　よみとる算数(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：3月上旬
3学期制：3月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	88～89
	1
	・日本の貿易の資料から適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由を説明したりすることができる。


	＊　もうすぐ6年生（5年の復習）

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	90～94
	・5年生の既習事項の確認と持続
	4時間，2、3学期制：3月中旬




	★　算数のまど

	ページ
	学習内容
	指導時数

	95～115
	・各単元の補充・発展問題など
	時間配当なし




※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
第６学年 単元別学習内容一覧
上巻
	1　対称な図形

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	線対称・点対称について理解し，それらの図形の性質を調べたり，かいたりできる。

・対称図形について調べたり，つくったりしようとする。
・対称図形を折ったり，180°回転させたときに重なる点や直線について考え，説明することができる。
・対称図形の性質に基づいて，対称図形をかくことができる。
・対称図形について知り，その性質を理解している。
	10時間
2学期制：4月上旬～中旬
3学期制：4月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	6～7
	1
	・身近な形の対称性の観点での弁別による図形の学習への動機づけ
	(関)身近な形を対称性に着目して弁別することを通して，対称図形に関心をもつ

	①線対称
	8～9
	2
	・線対称な図形の意味
【線対称，対称の軸】
	(技)(知)線対称の意味を理解し，対称の軸をみつけることができる。

	
	10
	3
	・線対称な図形の性質
	(考)(知)線対称な図形の性質を調べることができる。

	
	11
	4
	・線対称な図形の作図
	(技)線対称の性質に基づき，線対称な図形をかくことができる。

	②点対称
	12～13
	5
	・点対称な図形の意味
【点対称，対称の中心】
	(技)(知)点対称の意味を理解し，対称の中心をみつけることができる。

	
	14
	6
	・点対称な図形の性質
	(考)(知)点対称な図形の性質を調べることができる。

	
	15～17
	7
	・点対称な図形の作図
	(技)点対称の性質に基づき，点対称な図形をかくことができる。

	③鏡を使って
	18～19
	8
	・鏡を使った線対称な図形の考察
	(関)(技)鏡を使って線対称な図形をいろいろつくることができる。

	④正多角形と対称な図形
	20～21
	9 
	・四角形，三角形，正多角形などの基本図形を対称性に着目して考察すること
	(考)正多角形を，対称の観点で調べ，その性質を見つけることができる。

	たしかめ道場
	22～23
	10 
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	●　みんなで話しあいましょう

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	3個のトイレットペーペーをひもで縛ったときのひもの長さの求め方を考え，話し合いを通して，友だちに伝えたり，友だちの考えを理解する。
・話し合い活動に関心をもち，参加しようとする。
・話し合いで大切なことを考えることができる。
・自分の考えを説明したり，相手に質問したり意見を述べたりすることができる。
・話し合いのねらいや進め方を理解している。
	1時間
2学期制：4月下旬
3学期制：4月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	24～25
	1
	・3個のトイレットペーパーをひもで縛ったときのひもの長さの求め方を考え，みんなで話し合い，まとめる。


	＊　復習・準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	26
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：4月下旬
3学期制：4月下旬


	2　分数×分数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	分数をかけることの意味を理解し，分数の乗法の計算ができる。

・分数をかける計算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。
・分数をかける計算の仕方を，整数や小数の計算を基にして考えることができる。
・分数をかけることの意味を理解し，計算することができる。
・分数をかけることの意味や計算の仕方を理解している。
	11時間
2学期制：4月下旬～5月中旬
3学期制：4月下旬～5月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)

①分数をかける計算
	27～28
	1
	・ペンキ塗りによる分数をかける計算の動機づけ
・(整数)×(分数)の意味と計算の仕方
	(関)(考)ペンキ塗りを通して，分数をかける計算に関心をもち，その意味を理解する。
(技)(知)(整数)×(分数)の意味を知り，計算ができる。

	
	29
	2
	・(分数)×(分数)の意味と計算の仕方
	(技)(知)(分数)×(分数)の意味を知り，計算ができる。

	
	30
	3
	・分数の乗法（整数，帯分数を含む）
	(技)整数を分母が1の分数とみたり，帯分数を仮分数に直して，分数のかけ算ができる。

	
	31
	4
	・分数の乗法（約分有）
	(技)約分のある分数のかけ算では，約分ができる。

	
	32
	5
	・逆数の意味と求め方
【逆数】
	(技)(知)逆数について知り，分数，整数，小数の逆数を求めることができる。

	
	33
	6
	・練習
	

	②分数のかけ算を使って
	34
	7
	・分数倍の意味とその計算
（第1用法，第2用法）
	(技)(知)分数倍の意味を理解し，分数倍を使って計算ができる。

	
	35～36
	8
・
9
	・長さが分数の長方形・正方形の面積
・分数で表された時間の計算
	(考)(技)長さが分数の場合の面積や分数で表わされた時間について考え，計算ができる。

	
	37
	10
	・乗数と積の大小関係
	(技)(知)乗数と1との大小により，積と被乗数との大小を判断できる。

	たしかめ道場
	38～39
	11 
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復習・準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	40
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：5月中旬
3学期制：5月中旬


	3　分数÷分数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	分数でわることの意味を理解し，分数の乗法の計算ができる。

・分数でわる計算に関心をもち，計算の仕方を考えようとする。
・分数でわる計算の仕方を，整数や小数の計算を基にして考えることができる。
・分数でわることの意味を理解し，計算することができる。
・分数でわることの意味や計算の仕方を理解している。
	9時間
2学期制：5月中旬～6月上旬3学期制：5月中旬～6月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)

①分数でわる計算
	41～42
	1
	・ペンキ塗りによる分数でわる計算の動機づけ
・(整数)÷(分数)の意味と計算の仕方
	(関)(考)ペンキ塗りを通して，分数でわる計算に関心をもち，その意味を理解する。
(技)(知)(整数)÷(分数)の意味を知り，計算ができる。

	
	43
	2
	・(分数)÷(分数)の意味と計算の仕方
	(技)(知)(分数)÷(分数)の意味を知り，計算ができる。

	
	44
	3
	・分数の除法（帯分数，整数を含む）
	(技)帯分数を仮分数に直したり，整数を分母が1の分数とみて，分数のわり算ができる。

	
	45
	4
	・練習
	

	②分数のわり算を使って
	46
	5
	・分数倍の計算（第3用法）
・分数で表わされた時間の計算
	(技)(知)分数倍や分数で表わされた時間を使って計算ができる。

	
	47
	6
	・小数や整数を含む乗除混合計算を分数の形にまとめること
	(考)(技)小数や整数を含む乗除混合計算を1つの分数の形にまとめることができる。

	
	48
	7
	・分数に関する計算のきまり
	(考)(知)交換法則，結合法則，分配法則が分数についても成り立つことを確かめ，理解する。

	
	49
	8
	・除数と商の大小関係
	(技)(知)除数と1との大小により，商と被除数との大小を判断できる。

	たしかめ道場
	50
	9 
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復習・準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	51
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：6月上旬
3学期制：6月上旬


	4　文字と式

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	文字のよさを理解し，文字を使って数量の関係を式に表したり，式をよんだりできる。

・文字を使って，数量の関係を式に表そうとする。
・文字の役割を理解し，文字を使って式に表すことのよさがわかる。
・文字を使って，数量の関係を式に表すことができる。
・文字を使って，数量の関係を式に表す仕方を理解している。
	6時間
2学期制：6月上旬～中旬
3学期制：6月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	52
	1
	・文字を使うことの意味と学習の動機づけ
	(関)文房具を買う場面から，文字を使った式に関心をもつ。

	①文字を使った式
	53
	
	・数量の関係をx，yを使って式に表し，数をあてはめて調べること
【xの値，yの値】
	(考)(技)数量の関係をx，yを使って式に表し，数をあてはめて調べることができる。

	
	54～55
	2
・
3
	・x，yを使った式で，xの値に対応するyの値やyの値に対するxの値を求めること
	(技) x，yを使った式で，xの値に対応するyの値やyの値に対するxの値を求めることができる。

	②式のよみ方
	56
	4
	・文字を使った式をみて，具体的な事象を考えること
	(考)式を見て具体的な場面を想起し，説明することができる。

	
	57
	5
	・文字を使った式の意味をいろいろ考察すること
	(考)式をいろいろな視点で考察し，どう考えたかを説明することができる。

	たしかめ道場
	58～59
	6
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復習・準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	60
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：6月中旬
3学期制：6月中旬


	5　比とその利用

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	比の意味を理解し，それを用いて2量の割合を表すことができる。また，等しい比について知る。

・比について関心をもち，いろいろ調べたり，使ったりしようとする。　
・比を割合と関連づけてとらえることができる。
・数量の関係を比に表したり，比を使って問題を解決することができる。
・数量の関係を比に表したり，問題解決に利用する仕方を理解している。
	8時間
2学期制：6月中旬～下旬
3学期制：6月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
①比と比の値
	61～62
	1
	・ドレッシングづくりによる比の学習への動機づけ
・比の意味とその表し方
【：，比】
	(関)ドレッシングづくりを通して，2量の割合の表し方に関心をもつ。
(知)比の意味とその表し方を理解する。

	
	63
	2
	・比の値の意味，小数・分数の比
【比の値】
	(技)(知)比の値について知り，比と比の値の関係を理解する。
(技)小数や分数を含む比について考えることができる。

	②等しい比
	64～65
	3
	・比が等しいことの意味と比の性質
	(考)(知)比が等しいことの意味を知り，その性質を調べることができる。

	
	66
	4
	・比を簡単にすること
	(技)比の両項に同じ数を乗除して，等しい比をつくることができる。

	
	67
	5
	・練習
	

	③比を使った問題
	68
	6
	・比の一方の値をもとめること
	(考)(技)比と一方の値を知って，他方の値を求めることができる。

	
	69
	7
	・全体をきまった比に分けること
	(考)(技)比を使って全体をきまった比に分けることができる。

	たしかめ道場
	70
	8
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復習・準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	71
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：6月下旬
3学期制：6月下旬


	6　図形の拡大と縮小

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	拡大・縮小について理解し，それらを使って図をかいたり，実際の長さなどを測定したりすることができる。
・拡大図や縮図に関心をもち，それらを身の回りから見つけようとする。
・拡大図や縮図で，対応する辺の長さや角の大きさの関係を見出すことができる。
・拡大・縮小の性質を使って，拡大図や縮図をかくことができる。
・拡大図・縮図の対応する辺の長さや角の大きさについての性質を理解している。
	10時間
2学期制：6月下旬～7月中旬
3学期制：6月下旬～7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	72～73
	1
	・ヨットの図の比較による拡大・縮小の学習への動機づけ
・拡大，縮小の意味
【拡大する，縮小する】
	(関)ヨットの図の比較を通して，拡大・縮小の学習に関心を持つ。
(知)拡大・縮小の意味を理解している。

	①拡大図と縮図
	74～75
	2
	・拡大図，縮図の意味とその性質
【拡大図，縮図】
	(考)(知)拡大図・縮図について知り，それらの性質を調べることができる。

	②拡大図と縮図のかき方
	76～77
	3
	・方眼紙を使った拡大図，縮図のかき方
	(技)拡大・縮小の性質を使って，方眼紙に拡大図や縮図をかくことができる。

	
	78～79
	4
・
5
	・方眼紙を使わずに，三角形，四角形の拡大図・縮図のかき方を考えること
	(考)(技)方眼紙を使わない三角形や四角形の拡大図・縮図のかき方を考えることができる。

	
	80～81
	6
	・1つの点を中心とした拡大図，縮図のかき方
	(考)(技)1点を中心とした拡大図や縮図のかき方を考えることができる。

	
	82
	7
	・練習
	

	③縮図の利用
	83～84
	8
・
9
	・縮図を利用した距離や高さの測定
	(技)(知)縮図を見て実際の距離を求めたり，縮図をかいて木の高さを求めたりすることができる。

	たしかめ道場
	85
	10
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	●　どんな計算になるのかな

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	場面に即して適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。
・問題をよみ，何算になるかの判断をしようとする。
・演算を決定した根拠を説明することができる。
・場面に即して適切に演算を決定し，計算することができる。
・分数の乗除の用いられる場面を理解している。
	1時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	86～87
	1
	・水について考える場面で，適切に演算を決定し，立式の根拠を説明する。


	◎　場合をあげて調べて

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	数量を表にかいて順序よく調べ，条件に合う場合を見つけることができる。
・表を使って順序よく調べ，条件に合う場合を見つけようとする。
・表を使って順序よく調べ，条件に合う場合について説明することができる。
・表を使って順序よく調べ，条件に合う場合を見つけることができる。
・順序よく調べていくのに適切な表のかき方を理解している。
	2時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	88～89
	1

・
2
	・数量を表にかいて順序よく調べ，条件に合う場合を見つけること。
	(考)(技)数量を表にかいて順序よく調べ，条件に合う場合を見つけることができる。


	●　算数の自由研究

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	不思議なひき算について調べ，きまりを見つけることができる。
・不思議なひき算に関心をもち，いくつかの数で調べようとする。
・不思議なひき算の性質を考えることができる。
・3桁と4桁の不思議なひき算を調べることができる。
・不思議なひき算の計算の手順を理解している。
	1時間
2学期制：7月中旬
3学期制：7月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	90～91
	1
	・三角形に並んだ6つの○の中に数字を入れ，どの辺の合計も等しくなるようにする。


	＊　復習・準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	92～95
	・コラム「昔の教科書」

・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：7月下旬
3学期制：9月上旬


	7　速さ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	速さの意味を知って速さ，道のり，時間を求めることができ，それらの関係を理解する。
・速さについて関心をもち，問題解決に生かそうとする。
・速さの意味を理解し，道のりや時間との関係を考えることができる。
・速さの意味や表し方を知り，速さ，道のり，時間を求めることができる。
・速さの意味や表し方，速さに関する計算の仕方を理解している。
	7時間
2学期制：7月下旬～9月上旬
3学期制：9月上旬～中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)

	96～97
	1
	・50m競走による速さの学習への動機づけ
・基準量を変えて，1通りで考えること
	(関)50m競走の場面で，誰が速いかを考えることで，速さに関心をもつ。
(技)距離と時間の一方をそろえて，速さの比較ができる。

	
	98
	2
	・速さの意味と求め方
【時速，分速，秒速】
	(技)(知)速さの意味を知り，計算で求めることができる。

	
	99
	3
	・道のりの求め方
	(技)速さと時間から，道のりを求めることができる。

	
	100
	4
	・時間の求め方
	(技)道のりと速さから時間を求めることができる。

	
	101
	5
	・時速・分速・秒速の関係
	(考)(技)時速・分速・秒速の関係を理解し，それぞれの変換ができる。

	
	102
	6
	・練習
	

	たしかめ道場
	103
	7
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　変わり方を調べて(1)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	2つの量の関係を表にかき，変わり方のきまりを見つけて，問題を解決することができる。
・2人が何分後に出会ったり追いついたりするかについて考えようとする。
・2人の間の距離や速さを考えて，変わり方のきまりを見つけることができる。
・2人が何分後に出会ったり追いついたりするかを表にかいて求めることができる。
・表を使ったきまりの見つけ方について理解している。
	2時間
2学期制：9月上旬
3学期制：9月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	104～105
	1

・
2
	・出会い算，追いつき算の問題
	(考)(技)2つの量の関係を表にかいて変わり方のきまりを的確にとらえ，問題を解決することができる。


	8　比例と反比例

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	伴って変わる2つの数量の関係を表にかいて調べ，比例や反比例の関係を使って問題解決ができる。
・伴って変わる2つの数量について関係を調べようとする。
・伴って変わる2つの数量の関係を調べる観点を考えることができる。
・伴って変わる2つの数量を表にし，比例や反比例の関係を見いだすことができる。
・伴って変わる数量の関係を表した表の見方を理解している。
	17時間
2学期制：9月中旬～10月下旬
3学期制：9月下旬～10月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	106～107
	1
	・伴って変わる2つの数量の考察による比例・反比例への動機づけ
	(関)伴って変わる2つの数量を調べ，関数的な見方をしようとする。

	①比例
	108～109
	2
	・比例の性質
	(技)(知)比例する2つの数量の関係について調べ，変化の関係や対応関係を理解する。

	
	110
	3
	・比例の判断の仕方
	(考)(技)表を縦に見たり横に見たりして，2つの数量が比例しているかどうかを判断することができる。

	
	111
	4
	・比例の式表示
	(考)(技)表から2つの数量の関係を見いだし，比例の式に表すことができる。

	
	112～113
	5
	・比例のグラフのかき方と考察
	(技)(知)表から比例のグラフをかき，原点を通る直線になることを確かめることができる。

	
	114
	6
	・比例のグラフが原点を通る直線になることを使ったグラフのかき方
	(考)(技)比例のグラフが原点を通る直線になることを使ってグラフをかくことができる。

	
	115
	7
	・身の回りから比例関係を見つけること
	(関)(技)身の回りから比例している事象を見つけることができる。

	
	116～117
	8
	・表，式，グラフを使った比例していることの説明
	(考)表，式，グラフを使って，比例していることを説明することができる。

	
	118
	9
	・比例のグラフのよみ方
	(考)比例のグラフを見て，わかったことを説明することができる。

	
	119
	10
	・練習
	

	②比例を使って
	120～121
	11
	・比例関係に着目した板の枚数やくぎの本数などの求め方
	(考)比例の関係を使って測定の工夫をし，その測り方を説明することができる。

	③反比例
	122～123
	12
	・反比例の意味と性質
【反比例する】
	(技)(知)反比例について知り，その性質を調べることができる。

	
	124
	13
	・反比例の判断の仕方
	(考)(技)表を縦に見たり横に見たりして，2つの数量が反比例しているかどうかを判断することができる。

	
	125
	14
	・反比例の式表示
	(考)(技)表から2つの数量の関係を見出し，反比例の式に表すことができる。

	
	126～127
	15
	・反比例のグラフのかき方と考察
	(技)(知)表から点をとり，反比例のグラフが直線にならないことを確認できる。

	
	128
	16
	・練習
	

	たしかめ道場
	129
	17
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	＊　復習・準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	130
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：10月下旬
3学期制：10月下旬


	★　算数のまど

	ページ
	学習内容
	指導時数

	131～157
	・各単元の補充・発展問題など
	時間配当なし


※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
下巻
	9　円の面積

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	見当づけや操作活動を通して円の面積の公式を導き，円の面積を計算で求めることができる。
・円の面積に関心をもち，進んで求めようとする。
・円の面積の求め方をいろいろ考えることができる。
・公式を使って円の面積を求めることができる。
・円の面積の求め方及び公式について理解している。
	4時間
2学期制：10月下旬
3学期制：10月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	2～3
	1
	・既習の図形との対比による円の求積への動機づけ
・円の面積を見当づけること
	(関)既習の図形との対比を通して，円の面積の求め方を調べようとする。
(考)円の内接正方形と外接正方形を考え，面積の見当をつけることができる。

	
	4～5
	2
	・方眼を使った円の面積の概測
	(技)方眼紙に円をかき，マス目を数えておよその面積を求めることができる。

	
	6～8
	3
	・円の面積の求め方と公式
	(考)円をいくつかのおうぎ形に分割して並べ替え，円の面積の公式を導くことができる。

	たしかめ道場
	9
	4
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	10　小数や分数の計算のまとめ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)

(考)
(技)
(知)
	小数や分数に関する四則演算について振り返り，理解を深める。
・小数や分数の計算を振り返り，計算の力を身につけ，伸ばそうとする。
・小数や分数でも四則計算ができることを説明できる。
・小数や分数の四則計算について理解し，確実に計算ができる。
・小数や分数の四則計算の仕方を確実に理解している。
	3時間
2学期制：11月上旬
3学期制：11月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	10
	1
	・加法・減法計算のまとめと活用
	(考)(技)小数や分数加法・減法が確実にでき，その仕方を説明できる。

	
	11～12
	2
・
3
	・乗法・除法計算のまとめと活用
	(考)(技)小数や分数の乗法・除法が確実にでき，その仕方を説明できる。


	＊　復習・準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	13
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：11月上旬
3学期制：11月上旬


	11　立体の体積

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	いろいろな柱体の体積を求めることができる。
・角柱や円柱の体積の求め方を考えようとする。
・角柱や円柱の体積の求め方を説明することができる。
・角柱や円柱の体積を求めることができる。
・角柱や円柱の体積の求め方を理解している。
	4時間
2学期制：11月上旬
3学期制：11月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	14～15
	1
	・いろいろな立体の体積の学習への動機づけ
・四角柱(直方体)，底面が直角三角形の三角柱の体積の求め方
【底面積】
	(関)いろいろな立体の考察を通して，体積について関心をもつ。
(考)(技)直方体や三角柱の体積の求め方を考え，底面積×高さという考え方に気づく。

	
	16
	2
	・角柱の体積の求め方と公式
	(考)(技)角柱の体積を底面積×高さと考えて，求めることができる。

	
	17
	3
	・円柱の体積の求め方と公式
	(考)(技)円柱の体積を底面積×高さと考えて，求めることができる。

	たしかめ道場
	18
	4
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	12　およその形と大きさ

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	ものの概形をとらえて既習の形と関連づけ，およその面積や体積を求めることができる。
・概形をとらえて面積や体積を求めようとする。
・概形をとらえて面積や体積を求める方法を説明することができる。
・概形をとらえて面積や体積を求めることができる。
・概形をとらえた面積や体積の求め方を理解している。
	3時間
2学期制：11月中旬
3学期制：11月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	19
	1
	・概形をとらえて面積を概測すること
	(技)概形をとらえ，既習の図形と関連づけて面積を概測することができる。

	
	20～21
	2
・
3
	・概形をとらえて体積を概測すること
	(技)概形をとらえ，既習の図形と関連づけて面積を概測することができる。


	◎　変わり方を調べて(2)

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)

(知)
	2つの数量を変化させ，その和や差に着目して問題を解決することができる。
・2つの数量の変化の様子を表に表して，きまりを見つけようとする。
・表から変化の様子をよみとり，変化のきまりを考えることができる。
・2つの数量を変化させて，和や差に着目し，きまりを見つけて問題を解決することができる。
・表に示された2つの数量の和や差の意味を理解している。
	2時間
2学期制：11月中旬
3学期制：11月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	104～105
	1

・
2
	・2つの量を変化させ，和や差に着目して解決する問題
	(考)(技) 2つの量について，変化の様子を的確にとらえ，きまりを見つけて，問題を解決することができる。


	13　場合を順序よく整理して

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	具体的な事柄について，起こり得る場合を順序よく整理して調べることができる。
・図や表を使って，場合を順序よく整理して調べようとする。
・落ちや重なりがない方法を考えることができる。
・場合を順序よく整理して，落ちや重なりがないように調べることができる。
・場合の数を調べるための図や表の使い方を理解している。
	9時間
2学期制：11月下旬～12月上旬
3学期制：11月下旬～12月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)

①場合の数の調べ方
	24～25
	1
	・場合を順序よく整理することへの学習の動機づけ
・選び方の数を求めること
	(関)チームの組み合わせを考えることを通して，場合の数の求め方に関心をもつ。
(考)(技)図や表を使って，選び方の数を求めることができる。

	
	26
	2
	・補集合の考えを使う選び方の数
	(考)(技)ほ集合の考えを使って，選び方の数を求めることができる。

	
	27
	3
	・全体の並べ方の数を考えること
	(考)(技)全体の並べ方の数を考えることができる。

	
	28
	4
	・部分の並べ方の数を考えること
	(考)(技)部分の並べ方の数を考えることができる。

	
	29
	5
	・練習
	

	②いろいろな場合を考えて
	30～31
	6
・
7
	・場合を挙げて調べ，条件にあうものを見つける問題
	(考)(技)全部の場合を調べ，あてはまる場合を見つけることができる。

	
	32
	8
	・いろいろな場合を，なかまに分けて考えること
	(考)(技)いろいろな場合について，仲間に分けて考えることができる。

	たしかめ道場
	33
	9 
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	●　見積もりを使って

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	目的に応じて，適切な見積もりを工夫することができる。
・見積もりのよさを生かして，問題を解決しようとする。
・目的に応じた見積もりの工夫を考えることができる。
・目的に応じた見積もりの使い方を工夫することができる。
・目的に応じた見積もりの使い方を理解している。
	2時間
2学期制：12月上旬
3学期制：12月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	34
	1
	・切り上げや切り捨てによる乗法の見積もり

	
	35
	2
	・見積もりの工夫（special number）


	＊　復習・準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	36～37
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：12月上旬
3学期制：12月上旬


	14　資料の調べ方

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	資料のちらばり具合を，表やグラフに表して整理し，特徴をよみとる。
・資料の整理の仕方に関心をもち，表や柱状グラフを生かそうとする。
・資料の整理をするには表や柱状グラフへどのように表せばよいかを考えることができる。
・表や柱状グラフを使って資料の整理ができる。
・表や柱状グラフを使った資料の整理の仕方を理解している。
	7時間
2学期制：12月中旬～下旬

3学期制：12月中旬～下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	38～39
	1
	・資料のちらばりの考察と学習の動機づけ
	(関)(考)ソフトボール投げを通して，資料の散らばり具合に関心をもち，調べようとする。

	①資料の整理
	40
	2
	・資料を度数分布表に整理すること
	(技)資料を度数分布表に整理することができる。

	
	41
	3
	・資料を柱状グラフに表すこと
【柱状グラフ】
	(技)資料を柱状グラフに整理することができる。

	
	42
	4
	・表や柱状グラフによる2つの集団の特徴の比較
	(考)同じ方眼紙に示された2つの集団のヒストグラムからそれぞれの特徴をよみとることができる。

	
	43
	5
	・区間を変えてグラフをかくこと
	(技)区間を変えて，ヒストグラムをわかりやすくすることができる。

	②くふうされたグラフ
	44
	6
	・工夫されたグラフから人口のちらばりをよみとること
	(考)工夫されたグラフを見て，人口などの特徴をよみとることができる。

	たしかめ道場
	45
	7 
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	●　よみとる算数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：12月下旬
3学期制：12月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	46～47
	1
	・日本の米の収穫量や消費量に関する資料から適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由を説明したりすることができる。


	＊　復習・準備運動

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	48～49
	・既習事項の確認と持続
・次単元のレディネスチェック
	1時間
2学期制：1月中旬
3学期制：1月中旬


	15　量の単位

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	メートル法の単位のしくみについて調べ，いろいろな量の関係を理解する。
・いろいろな単位の関係について調べようとする。
・接頭語の意味に基づいて単位の関係を考えることができる。
・いろいろな単位の関係を理解し，単位の換算ができる。
・いろいろな量のの関係を理解している。
	5時間
2学期制：1月中旬
3学期制：1月中旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	(課題設定)
	50～51
	1
	・適切な計器の選択による単位の選択と学習の動機づけ
	(関)計器の選択を通して，単位の関係について調べようとする。

	
	52～53
	2
	・単位の接頭語の意味
	(知)単位の接頭語の意味を知り，何倍，何分の一の関係を理解する。

	
	54
	3
	・体積の単位kL

・kLとm3の関係
【kL】
	(知)体積の単位kLを知り，kLとm3の関係を理解する。

	
	55
	4
	・重さの単位mg

・重さと体積の単位の関係
【mg】
	(知)重さの単位mgを知り，重さと体積の関係を理解する。

	たしかめ道場
	56
	5 
	・4観点に基づく評価とふりかえり
	


	◎　割合を使って

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	全体を1と考え，割合の和を考えて解くことができる。
割合の積を考え，何倍にあたるかを考えて解くことができる。
・割合のよさがわかり，割合を用いて問題を解決しようとする。
・全体を1として，それぞれの部分がどう表されるかを考えることができる。
・全体を１として，割合の和や積を考えて問題を解決することができる。
・全体を１として，割合の和や積を考えることの意味を理解している。
	3時間
2学期制：1月下旬
3学期制：1月下旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容
	おもな評価規準

	
	57～58
	1

・
2
	・全体を1と考え，割合の和を考えて解く問題
	(考)(技)全体を1と考え，割合の和を考えて問題を解決することができる。

	
	59
	3
	・割合の積を考え，何倍にあたるかを考えて解く問題
	(考)(技)割合の積を考え，何倍にあたるかを考えて問題を解決することができる。


	●　よみとる算数

	目    標
	指導時数・時期

	○
(関)
(考)
(技)
(知)
	身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，算数の既習事項を用いて解決しようとする。
・情報を適切に選択し，問題解決に有効な数理的処理を考えることができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決することができる。
・身近な問題について，適切に情報を選択し，問題を解決する仕方を理解している。
	1時間
2学期制：2月上旬
3学期制：2月上旬

	小単元
	ページ
	時
	学習内容

	
	60～61
	1
	・動物園に関する資料から適切に情報を選択して，問題を解決したり，その理由を説明したりすることができる。


	＊　6年のまとめ（算数パスポート）

	ページ
	学習内容
	指導時数・時期

	62～82
	1　数と量
2　計算と見積もり
3　図形
4　数量の関係
5　問題の見方・考え方
	16時間
2学期制：2月上旬～3月中旬
3学期制：2月上旬～3月中旬


	＊　地球と算数

	ページ
	学習内容
	指導時数

	83～104
	1　気温と二酸化炭素
2　海水温度の上昇
3　北極海の溶解
4　上昇する海面
5　生活と二酸化炭素
6　森林のはたらき
7　二酸化炭素排出量の削減計画
8　人と自然の共存のくふう
9　中学校への旅立ち
○　中学校で学ぶ「数学」のしょうかい
	時間配当なし


※巻末にある「地球と算数」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
	★　算数のまど

	ページ
	学習内容
	指導時数

	105～123
	・各単元の補充・発展問題など
	時間配当なし


※巻末にある「算数のまど」は，少人数学習や自学自習など柔軟な扱いができるように時間配当をしていません。
すべての児童が一律に学習する必要はありません。
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